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I E ・T.A・ホフマンの魔圏」

高橋吉文

一第 1 部一

1 

なそらくはホフマンの文学創作期中かなり質の低い時期に属す 18 1 6年‘ホフマンの想像力とし

ては珍らしくもグロテスクで深遠左イメージを疲らせたとも云える〈顧問官クレスペノレ》が、書かれ

ている。とりわけ、前半の、奇人クレスペノレを措〈筆さばきは冴えに冴え、出たとこまかせに変妙な

家を造らせる処、食べ終えたばかりの皿の上の骨から、ポケット持参の旋盤であっと云う聞に小箱を

作ってみせるクレスペルと、その有様を長J怖と好奇心溢るるきらきらした眼ざしでじっと見つめる小

ちゃな女の子、或は、招待先の屋敷の陶器を勝手気億にズカズカと調べまわるクレスペノレの動きぶり、

それらは、密度と重厚き、そして活力の充溢をも十分そなえた揺るき、左い処、ということができる。

かかるインパクトの深さも、しかし、惜しむらくは、後半をなす歌姫アントーニエの顛末やクレスペ

ノレ白身の告白Kよる謎解きに及んで薄められ、事件の背筋が、いつか萎えてしまう。 ζれとて、もち

ろん、いつものホフマンK比せば格段K優れてはいるとはいえ、やはり告白、説明K後退してなり、

しかもである、例によって思想上左いし作品上の要請とやらの在処もその告自のほうKあったのである。

けれども、とのクレスペノレという奇怪念人物の挙動は、終始我々の関心を惹きつけずKはなか1.:い。

このクレスペノレとは、そも何者か。優秀な顧問官として裁判K臨み、私的Kは古いヴァイオリンの収

集と名器の解剖にいそしんでいる男。彼の製作したヴァイオリンに比肩しうるもの左し、とされる名

匠。だが、自作の名器を自分一人で一、二時間ほどうっとりして弾いたあとは、壁K掛け、決して他

人に触れさせず、また自らも二度と触れようともしない。左ぜ念ら、彼が求めていたのが、尋常の美

しい音色なぞではない、夢Kのみ聴くととのできる天上の諮調、いわゆる待対音の解明と獲得であっ

たからである。音楽の中心地イタリアK旅した折、彼は一度、素晴らしい美声の歌姫K恋し、その女

と結婚したことがあった。だが、天使と思えたのも束の間、結婚するや否やその女は、たちまち悪の

かたまりに豹変し、クレスペノレを苦しめぬく破目と左った。美しい声に悪の原理が絞猪K纏円ついて

いたのである。ょうやくその女のもとからのがれて、えだ一人、 ドイツの地にて奇矯ではあるが見た

とζろ無事平穏なる日々を送っていた顧問官クレスペノレの、あの変妙左家にある日、一人の若い娘が

ひきとられてきた.彼女のく深〈、心の奥底まで染みとなる>(1)歌声は、聴く者の心を甘美左魔法の

よう Kとらえて離さず、あまりの美しさゆえKく人の胸の中K居場所をもっ ζ とができ臥ように思わ
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れた。 >(2)この若い歌姫とは、母アンジェラのffl~ よってクレスペノレのもとにやってきたアントーニ

エであった。これまで必死K探し求めてきたあの天上の音色が、ついに娘とともK顕在したのだ。彼

女の歌声を聴き念がら無上の悦惚K浸っていたクレスペノレは、しかし、ハグと考え ζんだ。との世左

らぬこの調べ、音色、それがそうであるのも本当Kζの世左らぬからではあるまいか。この世左らぬ

ならば、決して地上Kは存在しえ念い、地上~~うってもなら左い死美の至妙の響きなのではあるまい

か。そのとなりであっ介。くアン卜ーエエは胸部器官に欠陥があって、その欠陥乙そ彼女の戸K不思

議念力と奇妙念、いわば人聞の声の領域を ζえて響〈音色を賦与しているものであった。 >(3)しかる

がゆえに、歌えば歌うほど病状は悪化し、彼女は死へと近づいて行〈。至上の美は死をたっぷりと含

んでいた。ゼラフィ ネ(<世襲領>)やドンナ・アンナ(<ドン・ジュアン>) ~発現していた、

いのちを歌いきる白鳥の歌というモチーフと背中あわせに、不具性を媒体として初めて絶対美の世界

K参入しうるというあの自動人形やマリオネットのモチーフも亦、との可憐なアントーニエの宿命の

うちに装填されていた。母アンジェラのうちK潜んでいた悪の原理は、のがれようとするクレスペル

から決して手をひいてい党わけでは左かったのである。それは、娘のうちで不具と左って、妖しき至

上美を襟わせ、クレスペノレに陰険に絡みついたのだ。脅威K満ちた呪いの様相を呈する世界と絶えず

戦っていたクレスペノレの前に愛らしく和解の唯一のチャンスとして現われえ筈のアントーニエ、美と

悪の原理がすっかり手を切り無上の歓喜だけが純粋K享受されうるのだ、とクレスペノレ(とは思われた

そのアントーニエ。だが、死K至る病は彼女を蝕み、依然美と生は敵対していえ、否、それどとろで

は念い、悪の好計の手口は、母Uてなける以上に悪錬でさえあって、主皇かK呪縛的であった。クレスペ

ノレも今度は逃げよう Kも逃げようがない。美への悦惚と娘の死への戦懐、とのプァとするようなアム

ピグァレンツ状態に、クレスペノレが閉じ込められていたのである。けれども、 ζれだけ左らば、まだ

しもよかったので、 ζのアントーニヱの裡にはもう一つ、クレスペノレを深〈深い癒しようの左い絶望

へと突き落とす恐るべき悪意が、巧妙に仕掛けられてい売のである。それは、ある古色蒼然売るグァ

イオリン、くそれを分解すれば、永いこと追い求めてきた秘密が、との私に開示されるでしょう >(4)

とクレスペルが確信してはいるが、くあ入それはわたしなのーわたしがまた歌っているんだわ。>

(5)といって、アントーニエがどうしても分解させたがらぬヴァイオリン。その秘密とは、その調べと

は、他念らぬ絶対音そのものでありEアントーニエその人のととであった。アントーニエの存在様替、

並びVてその行く末、す左わち絶対音の正体の露呈でるつ売。そして、 ζの等式 ζそ、 ζの〈顧問官ク

レスペJレ〉全体の底K張られ凡ての出来事を結びあわせ操っていた糸で、じっと潮時を損Ijっていた悪

の原理氏が、今、ニンマリとほくそ笑み、その糸をぐいとヲ|っばった、と、凡てはガラガラと音をた

てて瓦解し、油断していたクレスペノレの頭上に落下してきたのである。一切が、クレスペル一人U亡、

クVスペノレの正気K照準を合わせているn 悪の誘惑K抗しきれずに思う存分歌を歌い、その主主アン

トーニヱがいのちを使い果たしたその同じ燐問、謎のヴァイオリンも7111壊れてしまった。これを見
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?とクレスペノレの眼から鱗が落ち、謎が氷解する。以後、クレスペノレは二度とグプイオリンを研究しよ

うとはしなかった、という。何故か。アントーニエも所設悪の原理の{鬼録、地獄毘にずきなかったか

らである。乙の地上Vている限り、世界との和解なぞありうる筈がなかったのだ。なまじ抱いた和解へ

の希望も、今のように無残にそれこそ手ひどいイロニーで明り返されるのが落ちであって、万が一に

も望みを抱とうとしては;iらぬ。絶対音の探究或はその地上にむけるj官持が破滅と全き等合で結ばれ

るより念い世界には、重苦しい呪いの跳梁以外、何一つありえ左いのではあるまいか。かかる血を被

るが如き認識ととも K解答は与えられ、彼は暗然として音を棄てる。けれども、苦悩は以前Kも増し

てつらいものと化し、暗雲売れとめる呪わしき生、それがクレスペノレの生となっ売。 グ絶対かの、パ

ラドキジカノレで悪意j蓄えた地上への顕示に相対している男。滅びへの傾斜。狂気の奈落がちらつく K

ちがい念い。それを耐えるとのクレスペノレKは、偉大さすら感じられて〈るでは念いか。だが、それ

にしても一体何故、悪の原理は、よりにもよって彼だけを、徹頭徹尾健だけを狙い、手を変え品を変

えて襲撃して〈るのであろうか。アント ニヱは悦惚として死んでいった。彼女K苦しみは左い。苦

しむのはただ一人、クレスペノレその人だけである。それも亦、何故左のであろうか。そのためKは、

まず何より乙のクレスベノしという男の正体を知つてなく必要がある。彼の知人は、 ζんな ζ とを云っ

ている。クレスペノレも亦、普通被せられている筈の<覆いを、自然左いしはある特別の宿命が引き華IJ

してしまった人々>(6)の一人で、云ってみれば、く筋肉の動き〉の透けて見えるく皮の薄い昆虫>(7)

vc1以ているのだ、と。

く私たちですと考えKとどまるものも、クレスペノレでは凡て行動K在ってしまうのです。一地上の

営みの中K依めとまれている精神tてえびたび見うけられる痛烈左隅弄を、クレスペノレは、気遣いじ

みた挙動や巧みな横跳びでやってのけているのです。それが、しかし、彼の避需針念のです。地中

から吃ち昇ってくるものは再び地中K返しますが、崇高念るものは保存してなくすべを、彼はよく

心得ているのです;>(8) 

覆いを引き奈りされその下の内面の動望、本来左らば人の眼K触れの筈の内面の動きが、外から〈っき

りと見えてしまう奇人とは、内面を持たぬ人間である。奇人クレスペノレは、視覚化され露出きれヂヒ我

々の内奥であるとすると、ひょっとするととの我々も亦、クレスペノレであるのかもしれの。だが、そ

れ;iらば、ホフマン描くと乙ろのとの我らのクレスペノレ氏一人fでけが、何故他の者と違ってやたら奇

行に定るのか。別言する左ら、どうして他の者Kは覆いが与えられているKも拘らず、乙の微だけ

が覆いを剥され、衆目 Vて晒されねばをら砲というのか。一体全体、ど ζが違っているのだ。意識であ

る。意識が全〈違っていたのだ。絶対の調べK対する感度を秘め且その調べK憧れるそのことのゆえ

に、ク νスペノレは既に、との地上が実は生の全領域でも十全左処でも左くて、その彼方には視IJり知れ

ぬ透か左次元の存在するととを、知ってしまっていた。 1度は知っては左ら泊魔の次元を知っている、

意識している。人々はそれを知ら念い。との一事レてとそ彼らを分つ決定的念分岐点が存在していた。
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人は総じて、自分が住んでいる地上の世界は確たる底をもち、今、現に足で踏みつけているとの地面

も堅牢で揺るぎ左きものである、と信じている。そして、そう信じるという ζとだけで、 1皮は、我知

らず強力無比左る防御壁(パリヤ)を発生せしめてなり、それVてよってとの世界を包みとみ、一つの

狭い安全圏を保障するのである。ところがである。この水も洩らさぬ透明念パリヤを突き抜けて、時

折、ある者たちが落ちていくととがある。ゆっくりと、逆さまに吸いこまれたかの如〈に沈み、パ

リヤの外の奇妙な見となしのきかぬ薄明を泳いでいるその者たち、彼らは振り返り、今落ちてきたば

かりの地上の世界を透かK眺めゃった。それは奇怪な光景としかいいようのないもので、透明左ガラ

ス状の膜の彼方で滑稽K見苦し〈もつれあう地上の人々のうどめきが凡て、下から透けている。黒々

とゆらめ〈暗黒の流れの上Kそっと危うげK覆うかげろう、あるか左きかの透明なパリャ、きらきら

と銀色K染まって美しい薄氷の上で人々が、がまびすしい空騒ぎにいそしんでいた。そして、その明

るい喧喋から黒い影が、一つ、二つ、と沈んできたのである。パリャを張り巡らしていたのは、魔の

次元への全き無知・無意識であっ売。意識がそのことを意識するや、その途端、パリヤの効力は跡、か

えもなく消え失せ、足場を喪失し世とその者は、割れた氷から冬の黒々とした海へと沈んでいくように、

魔界への遊泳にあらがいようもなく落ちていかざるをえなかったのである。我らがクレスペノレ氏も亦、

それら黒い影のーっとして、不気味~魔界を漂っていた。薄暗く幽暗な存在の迷路。めみるが如き幽

冥さの世界。地上界の時間空間概念の無効左不確定性次元。不可解が揺曳し、自明では左い出来事の

みが自明念、多次元混在領域。魔圏K足を踏み入れた者は、地上の確たる諸佳則から見離され、今や

自動的K作動しはじめた魔圏の不可測左記長良りに屈し左ければ念らぬ。そとKうどめいていた妖怪ども

が、魔圏の異様左海に落ち込んだクレスペノレめざしてピラニアの群の如く婿集する。アンジェラとア

ントーニエの奇襲もその一つにすぎぬ。かかる一切を喚んでいるのは、しかし、魔圏にのめりとんで

しまった彼の意識で、そして、 ζの意識はまた、魔圏を擁しつつも日常Kて生活し左ければ左ら向。

魔圏と日常、 ζの互いK排斥しあう両界を同時に携えさせられた精神。想像を絶する拷問が強要され

る。アント ニエの歌の地獄畏Kかかりうるには、両極をあわせもちそれに裂かれているので左けれ

ば左らの。その絶対条件を完全に満たしうる人物、それがクレスペノレであり、クレスペノレえだ一人で

あった。死刑宣告を受ける資格K応えて無慈悲な判決は下り、拷問は倍乗された。のたうちまわるク

レスペノレ。暗雲売れとめる呪いの天空Kは、いつKも増して狂気の稲妻の閃光がたび重左担、恐るべ

き雷鳴とともK雷が、クレスペノレ一人をめがけて、クレスペノレの意識だけをめがけて落ちてくる。そ

れをかわす手だてはただ一つ、奇行という名の高性能なる避雷針Kしか念かった。禁忌の'悪魔の美

酒H を飲んだがためK、悪夢の昔日き奄閣のうちに引き摺りこまれ、己れの裡に内在する謎の力に突き

動かされて、摩気漂う魔沼を、殺人や近親相姦を重ね左がら駆けぬけていくカプチン会士メタ勺レドゥ

スを拾い?とゴシック・ノグェノレ〈悪魔の美酒》も、魔圏めぐり、地獄めぐりを扱っているものである。

く今まで私を生の特定の環境K結びつけていた一切の糸が、今やすっかり断ち切られ、私にとって支
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えと左るものは、どこにも見あたら友>(9)かった。この底知れぬ万華鏡状の迷路をく偶然の大波に身

を任せて擦っている>(10)メダノレドゥス。とのメダノレドゥスに付き糧う一人の、 コメディア・デラノレテ

(イタリアのドタパタ喜劇〉風の道化、ベノレカンポなる奇矯左男が、 ζんなことを云う。

くとの馬鹿がいつもなまえさんのあとをつけまわしては、なまえさんの理性を助けてやっているの

さ。なわかりかどうか、知らんがね、馬鹿の中Kしかなまえさんの救いは1まいのだよ、>(111

<理性左ぞ、えだのぐうたら~代理人Kすぎない、>(12)

彼の云う意味は、つまり、こういうととだ。生というものは、思っている程安全左ものでは左〈、ま

さしく荒れ狂う大海、狂乱舞踏そのものであって、それを露知らぬ理性の防壁なぞいとも簡単に呑み

こんでしまう。しかも、この非合理の津波が、いつ左んどき襲ってくるのやら、全くもって予想だに

つか品。もちろん、フェアK攻撃してくるととは絶対K考えられず、それとそ卑怯千万、闇うちを旨

とし、その後ろからの不意打ち一つで一巻の終わり、理性は敗北し狂気Kなちていくのだ、と。意識

が、既成の枠をこえ出光非合理K遭遇し、それを枠内に編入しえず、敢えて自らある固定観念にのが

れて、発狂状態の中K安寧を見い出そうと志向する時、狂気が現象する、と考えると、理性Kは生を

全幅Kないて見はらす力左〈、狂気は、その全幅K威圧されて自滅している。それならば、狂気K屈

することをく生の全容を把握しうる方法はありえ左いのだろうか。無論、ある。半狂気状態である。

理性と狂気の二つの領域間K立って双方を仲介するベノレカンポ的存在様態。理性の弱さ脆さを知りつ

つもそれを決して失うとと左〈、それでいて魔圏の非合理ーや、尋常な精神を狂乱せしめずtては訟かぬ

戦懐の光景K就いても熟知し、両界の境左す'いばらの生垣f/ VC傷つけられ念がら、精神のパランス

を保とうとしている。魔閣からの津波を防ぐ防波堤、狂気の落雷を受け流すための避雷針、それはど

うしてもベノレカンポやクレスペルらの、悪ふざけ、愚行、奇行、道化であらねば~ら左かった。ひと

たひ魔圏K足を踏み入れたからには、二度とそとからのがれるととはできず、暗黒の力との戦いは、

間断念〈続くであろう。非合理の世界から次々と意表をついて飛んでくる死のシュートを、まりふり

構わぬトリッキイな動きで必死K防いでいるゴーノレ・キーパ一、それがクレスペノレであった。それも

そのはず、念りふり左んぞK構ってい夷日Kは、敗北と狂気が必至では左いか。だが、との必死の防

御も、人々の眼Kは所詮えだの奇行としてしか映ら念い。魔圏が見えていをいからである。そして、

それが見えるのは、悲しいか念、同じ〈魔圏K囚われている者支ちだけであって、漠える雰囲気の中

K次々と魔闘の人hの姿が現われてくる。音楽家、詩人、画家、俳優、金細工師、賭博師のようを芸

術家たち。催眠術師、降霊師、占い女、魔術師といったオカルテイストたち。白痴、自閉症・分裂症、

魔 VCl~かれた入、宗教狂人の狂気の人々。とれらが陽画Uてなってメーノレヒェン、陰画K念れば戦傑も

の VC~ る。芸術、オカノレト、犯罪、狂気、メールヒェン。それら全ては、魔圏に淵源し、尾署習に流れ

とんでいくものであった。魔圏の文学。それを人はホフマンと呼ぶ。
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周知のようにホフマンは、初め陪席判事の職についていた人で、 1 806年のナポレオンのワノレシ

ャワへの侵冠で失職し、そののち、パムベノレク劇場十てないて楽長をつとめている。彼は、音楽を己れ

の天職と考えていた。だが、古典派の大作曲家たち、パッハ、モーツァノレ卜、ハイドンらは既になく、

といってロマン主義の大家売ちは未だ雌伏期tてあり、絶頂期十ていたのはただ一人、新星ベートーヴェ

ンだけで、いわばホフマンは、古典派とロマン派の谷間K置かれていた作曲家であった.ムシュクや

ハイムベノレガー113)から孫ひきしていえば、ホフマンの作風はモーツァノレトの二番煎じにすぎず、あま

りKも古典的でありすぎ、文学に頻出する不協和や異常念ものへの曙好は、むしろ嫌われる傾向Kあ

り、甘美念憂愁や持情性にないて最もよくその才能が発揮されているそうである。パムベノレク K就任

( 1 8 0 8 年〉した頃からホフマンは、〈騎士グノレック~ <クライスレリアーナ~ <ドン・ジュア冷

といったいわゆる'音楽小説グと称される一連の短篇と、純然?とる音楽評論を発表しはじめている。

〈ベートーグェン:交響曲第五番〉論(1 8 1 0 )等を含むその音楽評論は、明噺Kして揺るぎ念〈、

史的烏敵やジャンノレ原理論左どの巨大左視点から筆を起として理路整然、 f旬に堂々?とる風格をそ左え、

ロマン主義音楽批評の先鋒としてウェーパ 、シューマン、ワーグナ-(tL影響を与えた、とされるK

ふさわしい。とのパムベノレク時代 (1808~13) はまた、ユーリア体験として有名左恋愛の席捲

した時期Kほほ照応する。相手は何と 13才の少女、ホフマン自身は 33才、もちろん妻子ある身で

あった。二人して破滅しよう、左どと考えている気遣いK駆入られ党娘の母親が、との愛Kどれ程迷

惑したか、察しでもあまりある。散文的といわれようとも、彼女は憤激して当然、えだそのな蔭で狂

気の瀬戸際まで追いつめられたホフマンの ζの恋の結果は、ひど〈惨めなもので、愛するユーリアの婚

約者K対し嫉妬Kかられて愚行まで働き、あげくの果てKマノレク家への出入り禁止までくらっている。

ζ の失恋のショックを〈犬のベノレガンツァ後日譜~(1813) (tL措い売後、赤貧の中、ある歌劇一

座の指揮者K招樗され、 ドレスデンK赴いたホフマンは、図らずもナポレオンの軍隊とロシア軍の戦

闘K捲き込まれ、二固にわたってドレスデンに閉じ込められた。その渦中(tL<催眠術師 ~(1813)

が、そとからの解放後(tL<黄金の壷 ~(1813~4) 、〈悪魔の美酒 ~(1814~6) の二大作

が書き上げられている。座長との不和から指揮者の座を追われたホフマンは、 1 8 1 4年、再度古巣

の司注職K戻り、以後死ぬまでのほぼ 8年間、ベノレリンKなける最高裁判所判事或は控訴院判事とし

て敏腕をふるいつつ、メーJレヒヱンもの、滑稽もの、芸術家もの、戦僚もの、年代記K題材をとった

もの等、多くの作品を発表した。それらの多くをまとめたものが、初期の〈カロ一風幻想曲~ ( 1 8 

1 4 ~ 5 )であり、中期の〈暗夜物語~(1816~7) であり、多〈の短篇やエピソート\対話か

ら在る長大な〈ゼラピオン同人集~(1819~21) である。

ホフマンは、生涯Kえった二作しか長篇を書か左かった。〈悪魔の美酒〉と〈牡猫ムル〉である。
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〈悪魔の美酒》は、恐怖小説のいかがわしくてゾクゾクさせる素材をたっぷり盛りこんだもので、そ

の主要動機というべきものは、ひとえK破滅への勢い、悪夢さながらな地獄堕ちへの志向、否、志向

というよりも、まさに否応なく位致されての落下感覚であった。く縦の森は、いよいよ深く、深く在

っていった>0(1品魔圏の暗黒の力に弄ばれながら累々と犯罪を重ね、修道僧メダノレドヮスが魔圏の奥へ

奥へとのがれていく。奇妙な養動がスリリングK予感を刺激挑発し、悪夢は動きに動望、自己増殖す

る。その律動はほとんど止めようが左いよう K見える、と思うまも左くあっけなくヴィジョンが息絶

えて、精彩を欠いた筆のもと、あとは素材ばかりが延々と並べられるKすぎないのである。ととろで、

その'素材ばかり'をも含めたこの作全体の底Kホフマンは、いく分暖昧まがらも、メーノレヒェンに女子

んで用いていた円環構造を二重K仕掛けていた。その一つは、老画家・メダノレドゥス円環構造ともい

うべきものであって、己れのうちなる謎の力に駆りたてられる自分のまわりに出没しては脅かす不気

味な影、跳梁する分身たち、否、遭遇する人物たち、それらは、現在の自分を終点として、走己点念す

ーっの自己K収徴されていく。すると、その終点は十巡して起点に帰り、自分K生起した事件を暗K

操作していた存在ζそは、他ならぬとの自分であったのだ、という奇怪;1:メカニズムが判明するので

ある。したがって、メダノレドゥスの魔圏の旅とは、実は本来の自己K向けて遡及する内なる探究であ

り、ついには生存以前の過去Kまで飛び込んでいってしまう。だが、その過去も正確には過去とさえ

云うととのできぬもので、遠い過去の「私」が、現在の「私」や未来の「私」を操作する奇妙な次元。

起点であると同時に過程であり終点でもあり、過去・現在・未来の異種の時聞が、同時Kひとととろ

に居あわせ、せめぎあっている多次元世界。しかも、遠い過去の「私」が全能なのでは念〈、仕掛人

も亦、現在の翻弄されている無力左筈の「私」の行動K依拠し、ひいてはそとにとそ己れの存否がか

かることすらある、といったように、相互に依存しあいもつれあって存在し、それでいて同斗生を有

する、 SFさ念がらな時間構造。このよう K不確定左時間概念とそ、ホフマン文学を通底している基

本発想の一つでるる、と云っても云いすぎではない。メーノレヒェンではとれが、錬金術の黄金変成に

結びつけられ、そとK自己救済が成就した。〈悪魔の美酒>vcはそれがない。救済を与えてくれるの

は、その円環構造のさらK上位に君鵠していた聖女ロザーリエ・アウレーリエ循環構造であっ売。老

画家とメダノレドゥスを誘惑し地獄K突き落とすのもアウレーリエなら、救済するのもアウレーリエで、

つまるととろ、ひとを破滅させ且自らをも破滅させるプ 7 ム・プ 7 タル(破滅型女性〕と、その裏面

?とる聖処女崇拝、との 2VCして 111:る女性の措〈朋縛圏内K一切が囚われているにすぎ左い。救済か

らして既Vていかがわしい。だが、それよりも、崇高左アウレーリエKまつわる描写の精彩の念さK比

べ、女ドン・ジュアン、女アノレバーン(<催眠術師>)ともいうべき悪女オイフヱーミエ、くより高

い精神の次元>(15)から凡人どものくばかげた人形世界>(16)を噸りを浮かべて見下し、シニカノレK弄ぶ

あのサディストの惹起する場面の壮大さ、落下感覚の凄さを思うKつけ、我々は、見交ととろホフマ

ン氏は崇高友アウレーリエを讃えているようであり念がら、その実、崇高;1:力や救いを全く信じてい
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ないのではあるまいか、とも思わずにはいられ念いのである。救いは、<7 7ノレーンの鉱山>( 1 8 

18)や〈従兄の隅窓>(1822)になけるような生の去勢化・不具化か、で念ければ、メーノレヒ

ェンをまつよりなかった。メーノレヒェンの主人公たちは、たしかに、黄金変成の末V'Lnなまも tl/を、

す念わち世界を全的に支配しうる力、賢者の石を手に入れて、王者となる ζ とができた。前半は夢想

が先行して弱いとはいえ、後半、渡る強さを獲得しえ党〈黄金の宣〉も、プ 7ノレスの利点をふんだん

K活用した、熱い息吹きのたぎる水際立った離れ技、祝祭の舞踏そのものたる〈プラムビラ姫~( 1 8 

20)も、救済をグィジョン化しえていたよう K思われる。けれども、そのメーノレヒェンとて、畢寛、

あらかじめ救済を許容する安全装置が、強回K据えつけられていたというにすぎず、安全装置をはず

せば、たちまち爆発するのである。ためしに〈黄金の査》の安全装置を外してみるがいい。きすれば、

全てが瞬時にしてむくつけき〈砂鬼>(1815)へと醜〈歪み、アンゼノレムスが、自動人形のオリ

ムピアに恋慕したあげく K破滅する詩人ナターナエノレK豹変するKちがい左い。彼は、メーノレヒヱン

の主人公たちの不毛左陰画Vてすぎず、呪いが祝福にとってかわった、というだけのことである。とは

いい念がら、呪いから祝福へはあまりKも径庭がありすぎる。あまりKも深い溝が走っていて、魔圏

K囚われた人々は、結局、どとKも救いが与えられてい念いよう K思われるのである。明らかにホフ

マンは分裂している。破産し左いがためKは、どうしてもその亀裂K架橋し、二つの系統を併呑・統

合しうるフォノレムを創出し念ければ念らぬ。安全装置Kすがらずに救済や祝福を描くこと。 ζの不可

避左要請K応えて果敢K構想された企て、それがあの破天荒な〈牡猫ムノレ >(1819-1821)

であった。それは、ホフマンの全作品中、最も血みどろな、それでいて不思議に深々とした作品で、

とのひどいはねつ返り K於いてとそ、ホフマンは、かつて念い厳しさを持って己れの苧んでいた一切

の内左る苦悩と現実に、それζそ真正面K取り組んだのだ。希求されていた統合は、果?として達成さ

れていたであろうか。だが、今はまだそれを論ずべき時では左い。それは透か先のとと。それゆえ、

まずは初めに立ち帰夕、ゆっくりと遠まわりをするがいい。迂回というものも、 i情更無駄念ものでも

左いからである。

地上を越え出た魔圏への鋭いJ感度をもっていたととKよって、その魔圏K囚われた人々は、本性上

芸術家的存在である。彼らは皆、地上を呪わしい汚織と観じて、天上の神秘や悦惚K憧れているが、

その倣慢のゆえK現実からの容赦ない制裁を受けねば左ら向。かかる敗残者的念芸術家像は、ホフマ

ンの処女作とされる〈騎士グルック>( 1 808 )にまずその最初の、そして、顕著念刻印を見え。

後のホフマン文学の原型を含むとの短篇は、しかし左がら、哀1]印と形容するにはあまり Kも想像力が

湿っている。いってみれば想像力K肉体を賦与する衝撃力を全〈欠いている状態、想像力の映像が未

だネガ段階K足踏みしている状態というととろであって、ジャン・パウノレ命名するところの'暗箱ρ

或はホフマン自身〈悪魔の美酒〉の序Kて言及したあの'暗箱Hが、未だ閉塞しているためV亡、せっ

かくのイメージもただ内向するばかりで外界K投射しえず、したがって、想像力も活性化できないの
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である。この作品の原型は、ディトローの〈ラモーの甥〉である、とも云われている。成程、そうい

えば、自称グノレックなる音楽家の披漉する何やら滑稽なパントマイムは、ラモーの甥の身振り K酷似

してなb、ともに音楽を扱っている点までそっくりではある。けれども、この二つの作品は、そのよ

うな表層次元での類似点にとどまらず、作品のからく bからいっても深く通じあうところがあって、

このラモーの甥もグノレックと称、す男も弱さという性質の屈折度により真正の光景をプリズムの如く投

影してみせているのであヮた。ラモーの甥、それは、美への資質をそなえてはいるが、非才のゆえに

あの伯父の大ラモーの如き大悪党K、いい変えれば大作曲家に成ることができぬぐうたら左小悪党、

だが、まさKそれがゆえに悪の論理にも美の世界にも深く通じてなり、善人たちにかかる視点に立っ

てそれを説明し、社会をその底から照らし出してはズタズタ K発き出すことのできる、否、そうせず

にはなれぬ悲痛で惨めで滑稽で、しかも、時に崇高なる男。彼は、ディドローの残忍なリアリズムを

陳述する恰好の操り人形であったのである。これと同じ図式を踏襲し左がらもホフマンは、ここにb

いても亦、いつものように社会というモメントを捨象して、音楽の悦惚というモチーフ Vてすり変え、

そのグノレック氏とやらに夢の国での不思議左体験を物語らせた。象牙の門をへて夢の固にはいる人々

の姿。閣があたりを領し、不気味なちみもうりょうの仮面がうごめいている。いかがわしくて呪わし

いあの魔圏である。ぎっしりと畏が敷きつめられ、心を痩れさせる夢想、の甘美な毒気が、次々と人々

を眠らせる。そして、かかる夢より醒めて歩み行く者のみが永遠左るものと合一する、というのであ

る。しかしである。永遠と一体化しアトランヂスに行ヨたからといヮて、それが何になる。それも亦、

ただの夢想、Kすきまい。途轍もないことがらを夢の国で体験してしまったそのことの為K、彼は現実

のみすぼらしさを許容しえず、現実の方からも拒絶されて、結局存在をすヲかり喪失してしまうこと

K なるだけである O 現実と夢が、全く分離しているからだった。存在をなくしたためにただアラブラ

と俳個するだけの亡霊。それがクソレックだ。ロマン主義の陥った袋小路。それがグノレックだったのだ。

だが、それだけならただのロマン主義批判1Jl'Cすぎ左い。ホフマンは、そのよう K単純念人では念かっ

た。ホフマンとは、たとえティーク流のあの衝撃力皆無でフワフワし?とやさしさだけのロマンティッ

シェ・イロニーとやらを用いてみても、いつしか現実が痛々しく割りこんできでは、鋭〈心をひっか

き傷つけてしまう人である。垣間見ぜられた裂け目から血が渉み、不協和音がきしむ。初期も初期の

軽いオペレッタ〈仮面)>(1799)の台本からして既K、ホフマン特有左'すさみ'の匂いが時折

つんと鼻をつくと ζろがある。いわば一種の現実感覚、左いしは先天的な地獄感覚ともいうべきレー

ダーが作動しているのである。夢K飛均したグルックもそのレータ--l'C捕縛され、現実を持た左い夢

はその夢見る者を不能にする、生を去勢される、というパラドックスとして映し出されたが、そのよ

う左単純左前景の奥K微妙に仕掛けられたパラドックスも亦、ホフマンのレーダーからのがれること

ができなかった。それは、ホフマン得意の、狂気と現実との相克、半覚醒・半意識の惹起する恐るべ

き泥沼であった。 1809年用のメモKく狂気の奇妙、左タイフ・>(1引と記されている。石と石とを一日
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中真剣にぶつけあわぜて飽くとと念き狂人、自分を昼は太陽夜は月と思いこんでいる狂人。或は、奇

妙きてれつKピアノで即興演奏する狂人。 1181ホフマンの脳裡Uては絶えず狂気・狂人がつきまとい、作

中Kも好んで用いられている。それというのも、辛子そら〈はその狂気とホフマンが研究していた魔圏

とが、切っても切り離せぬ関係KなかれていたからKちがいない。不確定性の多元的K百しれあいアム

ピグ 7 レンツK現象する薄明の中で、その半意識界の迷路K迷い、 〈らくらめまいを覚える魔圏の囚

われ人たち。彼らにとって頼みの綱は、皇室か先を不気味K深〈照射して〈れる半狂気の透視力だけで

ある。意識を十分K保持しつつ透視力をも獲得し左ければ走らぬ。 ζれ ζそホフマンtてとっての最要

諦K他念らなかった。 ドンナ・アンナ(<ドン・シュアン)>)の霊にのりうつられて破滅した女優は、

それK対して全き狂気K埋没し、自己を微塵だに残していず、現実の極を欠落していた歌姫アントー

ニエとともK、狂気の概K赴き白己満足している隠者ゼラピオンの系譜K属する人物であった。岩の

上Kすわり、じっと彼方を見すえて霊たちと対話し、不思議念事柄を直接心霊で体験する層、者、己れ

をとうに死んだはずの聖者ゼラピオンと信じきっている狂人。ある意味では彼の態度は徹底している、

と云え左〈も念い。己れの信ずる世界の中K生き、然して全き平衡と安らぎを、その精神は獲得して

いる。地上念ぞ彼Kとり無きに等しい。しかし念がら、現実を全〈見ずともよい隠者ゼラピオン程、

ホフマンK縁なきものもないでは左いか。ゼラピオン原理自体、全〈無意味左代物でるった。それ自

体が枢要なのでは念くて、かかるゼラピオンを、左いしはゼラピオン原理を現実の中から距離をたい

て眺め、かっその現実の中でその原理を企てるゼラピオン同人たちの視点や立場Vてとそ、深甚;1る意

味がひそんでいたのである。狂気と正気、魔圏と現実の二元論、 ζの底知れ沿拷問Kクレスペノレがの

たうちまわっていた。騎士グノレックとてその例外では左い。彼も亦、その相克の修羅場K叩き込まれ

ねばならぬ。けれども幻影や夢と現実があまり Kも分離していたとの段階にないて、幻想では到底現

実K太万打ち出来る筈がない。葛藤は皆無である。せいぜいふらつ〈のは、亡霊と化したグノレック程

度であった。幻想が現実K比肩し相克しうるためKは、本もののグルックでも偽のグノレックでも不十

分で、どちらかの極を欠落していて相克が生じるわけがない。その双方でありうる状態が要請されて

くる。つまり、夢と現実を連結しうる媒介者、両者を媒介した結果その葛藤が激越K展開されうる存

在が念〈ては走ら念かったのである。それは、半狂人であった。

く局部的精神錯乱者の固定観念は、往々Kして、現在の存在K先行する存在のイロニーに他念らぬ

のかもしれぬ>叩)

ドンナ・アンナの霊K愚かれた女性歌手のように、その男も狂気を介して本当のグノレックの霊を鋭〈

キャッチしていた。当時のグノレック音楽観への非難と真正の音楽体験が語られ、彼の袋小路が露顕し

た。だが、生憎とその狂人Kは、隠者ゼラピオンの如き夢想にひたりきる強きが欠けていた。うっす

らとあけられたその眼は、つい現実のベルリンの方をそっと横目で見やらずにはなれ左い。狂気K

っかりきれぬその狂人の意識は、己れが演じているととをわずかながら知っていて、それが彼の挙動
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K寒々とした際関をつくり出す。狂気への埋没から帰来する単純さを喪失した勾が、今やそのひどく

不快な意識を鎮静させるべく際聞を埋め立てようと獅子奮迅、歪みK歪んだその果てK己れを鴨着す

る為の欺輔のメカニズムを案出する、否、それどころかその狂言を精魂とめて演じるその様は、たし

かK涙ぐましいものがある。すっかりグルックK成りきろう、と願つての狂言Kは、しかし、狂言で

あるというととから観客が左くては念ら左かった。観客とは誰か。云うまでも念い、「私」と、そし

て他念らの読者であって、我々はその気遣いのいいカモKされていたKすぎ左いのだ。自己欺輔のた

めK不潔左匂いがしてくる。彼の体から蔑まずKはなれぬ惨めさ、弱きが発散されていた。それは、

そのグノレック氏が自虐的~喜びKひたっていたから念のであって、白分の方から一途Kいじめられる

のを欲している。彼自身が暗にそう望んでいるからKは、やはりいじめてやらずは念るまいて O ベ

ノレリンの俗物たちが、との偽グノレック氏をいじめたとすれば、それは至極理Kかなったととであった、

というより念いのである。ロマン主義の袋小路どとろかそれKも倍した袋小路状態K閉じとめられ、

腐敗しつつあるとのホフマン版'ラモーの甥'君。彼は壊体しつつあった。というのも、もとはとい

えば本もののグノレックが現実を知らず壊体しているからで、彼Kしてみればはなはだ迷惑左話Kはち

がい念い。だが、そのグノレック氏の壊体Kしてからが、ホフマン自身の暗箱の閉塞という一事K端を

発していたものである。そのぜいであろうか、全体が何故かひど〈もやっき、雰囲気も湿気ていて、

謎ときの手法らしきものを用いる程Kしらけてさえいく。無論、との特性がととだけに限るものでも

なく、ホフマン全体の根抵Kとぐろま〈ある態度、不分明な停滞の精神であるイロニーの属性でもあ

るKはあって、そう云えば、ホフマンという作家は総じて「絶対JV'C厳しく衝迫しないととろがある。

せっかく動き始めた事件も、いつしか告白K融解しては暖味化するのである。とれは実K興味深い現

象でるると云ってよく、ある人物が破滅する左らするでそのプロセスを四つに組んで展開してくれる

か、と思えばそうでも左〈、目をそらさずKその人物の動きを追うかわり K、誰かの口を借りて伝え

る、左いしは当人の告白Vてまつ、といったひどく唆昧念ものへと崩落するばかりで、結局、正面切っ

て描写してくれそう K も~いのである。もちろん、それはそれでホフマン左りの深慮、のしからしむると

とろ、と妻子意的K解してはみても、読む方Kしてみればどうしても欲求不満が残る、というのも亦否め

念い。例えば、ホフマンは、危険友情熱とやらを繰り返し強調するのだが、では本当K危険な力と左

って己れとそのまわりの世界を無残K破壊していたか、となると、全くそうではなく、天上への憧れ

であれ賭博者の暗い情熱で事れ、何一つ顕在してい念い。彼ら芸術家たちは、口で云う程K本当K愚

かれているのであろうか。「絶対Jへの情熱すら顕在した姿を取るととができ念いとは、一体どうい

うとと念のか。一つKは、彼らが地上を遊離して天上の調和というしたたかな毘Vてかかっていたから、

というととができょうか。かフての調和を喪失した現在、神秘の音色といってもわずかK夢の中で奏

でられるKすぎず、<音のヒエログリーフヱ>仰)たる楽譜Kすら記入しえ左い。天上の調べをしかと

聴いていた Von B.男爵のグ7 イオリンの音色も、醜いノコギリ以外の何物でもなかったのだ。左
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ぜなら、彼の鋭い耳が、現実を離れたその末に、 '内なる音楽1/ ~辿り着き、内なる世界 Vてのみ心を

開き現実左ぞ全く意に介さぬからであって、ぶざまな音に一人悦惚としていた男爵の滑稽な姿も、現

代音楽の秩序破壊はなくとしても、人間の聴覚の狭さを嘆〈猿のミロ君(<ミロの手紙~ )の大言壮

語ともども、未だ開発されてい1まい心の鍵盤と現状のみすぼらしさの甑齢を、滑稽K描いていたこと

に想いをいたすならば、どうしてどうして笑いごとなぞではなかった。"内なる音楽ρVて比ぶれば、

モーツ 7ノレトもベート グェンも所詮いつわりではあるまいか。〈音楽ぎらい〉の青年は、曲の冒頭

のわずかな響きに無上の悦惚を開示されたその後は、一切の演奏を全き雑音として憎悪する、という。

地上の演奏とは'内なる音楽M を喚起するためのー契機以上のものではありえず、 グ内~る音楽ρ が

奏されている限り地上の音色は全〈余計なるものである。モーツァノレ卜にしてからが、天上の音楽の

足もとKも及ベ左いにちがいなかった。ホフマン感受するととろの真のロマン主義が、言佐K満たせた

ろう。彼らを、外化しえぬものが苦しめている。内~る世界に一切があり、破滅も目艮K見えず遂行さ

れる。するとどう左るか。己れの裡の蟻地獄へと念し〈ずしにズノレズノレと沈んでいく自壊現象が生じ

るζ とになったのだ。自壊しつつある自己。それは、現実を消失して、あって念きが如き震か。成程、

姿をもたぬものを描けというほうが土台無理念注文だったわけで、姿なき者、姿なき情熱を描く手段

は、滑稽化でなければ、ただ一つ告白でしかなかった。自壊するのは自分である。自分が、崩壊に晒

されているのだ。そそけだっ「私」、絶えず何かに脅かされている「私」。社会から隠れるようにの

がれる芸術家たちの不安げな姿が、次々に登場しては、告白が綿々と性懲Dも左く連鎖し繰り返された。

どうやら彼らは、俗物どもの群れ集う忌わしく不当な社会からのがれてきたのであるらしい。否、そ

うではなかった。彼らが怯えそこから必死Kのがれようとしていたのは、実は決してのがれようの念

い彼らの裡の恐るべき自壊現象そのものだったのだ。二様のグノレックたちも亦、そのよう念偽bの逃

亡の途にあって、それぞれの解体を扱いあぐねていたが、それのみならずとの作品自体が自己閉塞し

た想像力の産物であり、かつまたホフマン自身の自壊を反照しているものでもるった。とはいえ、何

か手を打とうKも日常と幻想、が分離し、つなぐものが何一つ左ければ、手を扶いて自壊するに任せて

いるよりない。落下のベクトノレーつ。上昇のベクトノレはどこKも見るたらず、葛藤も<b!Jえず、全て

平穏、ホフマンは自壊に自足していた。そとよりのがれる路はただ一つである。暗箱の閉塞を速やか

Kとく ζと、それ以外にありえなかった。だが、それはひどく危険な企てであった。今までのように

己れを愛しんではいられず、己れの肉体を賭けて己れを苛ま念くてはならぬであろう。精神の大手術、

それも麻酔念しの手術である。血が流れ、ホフマンは激しくのたうちまわらずにはなれまい。そのよ

う左症状は、楽長クライスラーの小品集〈クライスレリアーナ~~現われていた。そこ Kはホフマン

終生のテーマであった俗物批判、なかんず〈音楽をたん在る慰みもの~~芝める音楽俗物への批判の毒

が、いたるととろK撒き散らされている。けれども、後期のホフマンが見せた俗物批判が、見事に対

象を突き離していたのK比べ、〈クライスレリアーナ〉のそれはあまりにも深〈自己Kもつれこんで
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なれ果たしてクライスラ一氏の毒舌は、一見しての俗物という的をめざすものなのか、はたまた何

か別のものになのか、どうにも判然とし念いととろがあって、必要以上K息遣いが熱い。苛立ち、自

己嫌悪。そとからのがれるように毒舌をあびせかけてはみるが、毒は必らず彼のもとへ帰り、彼の精

神を冒す。毒はまわり、手が小刻みK震え、微妙(iCi室筆した心でまた毒舌を放っ。ホフマンは、はっ

きりと何かにあがいていた。自壊にである。自壊K抗し、戦っている。あらがいうるから自家中毒が

昂進していった。暗箱或は暗室が、開きかけているからとそ、摩擦が生じ、発熱するのである O 俗物

への激しい呪日匹、それは暗室を聞ける大手術の折の発熱の現象したものであったのである。だが、そ

れ念らば、何ゆえに、何がきっかけで、聞く筈の左い暗室が開き始めたのであろうか。いい換えるな

らば、暗室を聞く鍵を持っていたのは誰か。血盟い大手術の彰万医は一体誰であったのか。

3 

ポーゼンのな偉方への辛練念講刺画が祭って同じポ ランドのブロック K左遷されていた 18 0 3 

年 10月 1日から 18 1 5年 3月 3日までのほぼ 11年間、ホフマンは臼言司21)をつけている。初めの

頃の記述はとぎれがちであり、 1810年のは完全K欠落し、また、ある時期の日記は浮気に業を煮

やしたホフマン夫人に取り上げられた、といったように完全とは云え臨ものではあるが、そこK吐露

されている精神の記録はかなb克明といってよく、そして、実に読む者手として深く興奮さぜずにはま?

かない。 ζの日記の焦点は大きく三つあげるととができる。初めの頃を占める退屈な日常への嫌悪、

自由と芸術家生活への憧れ、絶叫調での焦りや呪日且、次のパムベノレク(iC:b'けるユーリア・マノレクへの

恋、そして最後のドレスデンでの戦争体験である。との後もまだしばらく日記は継続されてはいる。

けれども、衝撃力を喪失した抜け殻のように、もはや作品着手・進行・成立時のたんなる事務的なメ

モKとどまってなり、ベノレリンで最高裁判事Kむさまってからは、それとてもいつしか立ち消えとな

っていったもののようである。それも、しかし、無理からぬととで、そもそもホフマンKとって日記

というものが、自己認識の手段としてのみ存在し、かつ機能していたのであるからKは、自己を既K

獲得してしまっていたホフマンが日記を継続する必然、性は、もはや存在しないに等しかったからであ

ろう。それだけにまた、自己認識への歩み、とりわけユーリア体験とドレスデン体験の項は、まさK

圧巻で、ユーリアを契機にしてホフマンが音楽を棄て左がら一歩一歩と文学の岩盤に近づいていく光

景が、まざまざと見えてくるのである。ユーリアを契機にして、である。ドレスデンという名の高圧

念出渦の触媒として、暗室開頭手術の執万医として、ホフマンを縦横に苦しめ向いてみせた存在とは、

わずか 13才の少女ユーリア・マノレクであった。ホフマンは、日記の中でとの少女を、クライストの

〈ハイノレブロンのクートヒェン〉の不思議念少女Kちなんでクートヒヱンと呼んでいた。 18 0 9年

の時点では、彼女への言及はわずかに一因。未だ特別のものというよりも、ただの歌の女弟子といっ
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た程度にすぎなかったのかもしれ左いが、残存せる 18 1 1年の日記Kはいるや、ユーリアへの想、い

もはや病膏盲K入ってbり、 Kt h c h 、Kt c h、Kt hのオンパレードが、彼の熱狂ぶりを示して余り

ある。聖杯K天使の翼がある日は、恋も順風満帆、左ければ失望のどん底、といったような記号室で

現われた。折々の気分の記録も、云い忘れては左らぬものである。たしかに、とのそれとそ克明な

眠気分"の記入は、奇怪念印象を与えずにはなかず、ユーリアの登場とともK濫出し、見たととろ、何

よりもその現象ζそがホフマンの関心を惹いている、と思える節がある。それtては何か特別の理由で

もあるのであろうか。例えばとん念風Vて書かれている。〈…一夕方マルク家ーローメオとユーリアー有頂

天V亡してロマンチック:1:気分-Ktch>(1811年 2月 13日んとの気分が次第K上下へと振幅し

始め、有頂天から狂気や自殺の想念へと烈しく揺れ動〈、き左がら暴風圏K突入したl惑がある。けれ

ども、 '気分H 計測針がめちゃ〈ちゃK荒れ狂い、日毎に指す位置を変えていたのは、ホフマンが本

当に精神の異常気象の時期K突入してしまったからであった。異常気流が、痩せて小柄なホフマンを

ヲ|き摺りとんでは、鼻づらつかんで振り回している。ついK捲きとまれてしまったのだ。突風Vてあな

られて、この小男がピョンピョンと見苦しげに跳ね回らせられたあげくに、目を覆いたく左るよう左

愚行K次ぐ愚行を重ねてい〈。狂気が、自殺への想いが幾度も彼を襲う。くどうして私は寝ても醒め

ても、とうも度々狂気のととばかり考えているのか一精神Kなける排池も、刺絡のよう左効き目があ

るやもしれぬー>(1811年 1月 6日)。カタノレシスでもし念ければ、狂気が襲ってくるKちがい

ない。狂気の致命的念落雷を受け流す避雷針は念いか。狂気の凄じい爆発やめくるめく稲妻の絶えざ

る空中放電が連続する暗黒の空の下を、ホフマンが必死の形相で走っていた。横跳び、かえる跳び、反

転、側転、とん同区り、ダッシュ、三段跳び、ジュッテ。とはいえ、ホフマンの狂気めく体験〈の言及は既Kフ.ロ

y ク時何てもあり、く…ーバッハマンやラングとともにビショップ酒を飲んだ一夜、途方も:1:い緊強~一襲来の

効いたワインのために全ネ聯説明り一襲いかかる死の予感一二重白我メ持一>(1804年1月6日)。緊

張、死の予感、二重自我人格。それらがどのように関わbあっていたのだろうか。

く 6日の舞踏会にて奇怪な思いつき

拡大鏡どしK見られる自分自身を想h拾いてみる 私の囲りにうどめく人々が皆自介で、その振

舞に私が腹を立てている>(1809年 11月 6日〕

とれもどういうととであろうか。拡大鏡、分身?とち。なぜに拡大鏡がきて分身が生じてくるのであろ

うか。ありきたりの人々が、今華やかに踊っているo験しにその光景をレンズで拡大してみた、する

と、どうだ、他人の群れは一瞬Kして私自身の群れであった。とん左ととろであろうか。不可解左は

ずみで彼自身の脳髄が、不意に一つのレンズと化している状態。ホフマンが、どこかにストーンと落

ち込んでいき、その次元の生む幻視光線を日常に照射しているのである。ホフマンの対念る幻視装置

といえば、いみじくもジャン・パウルが暗箱 camera obscura(22)と命名したホフマンの想像力

の宿る処に他念るまい。暗箱:1:ら治暗室tて落ち込んだホフマン。そとvUとたずむ彼の囲りの踊る人々
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も、この暗室の中の妖しき光景と念った。日常が奇怪な幻影であった。だが、日音室とは、本来ただの

幻想次元として、現実からはっきり遊離しているものである。押し入れに一人閉じ ζ もってとっそり

幻影にみいる子供の、覗雪眼鏡のように、奇々怪々な魔物や妖怪の修羅場や、天国の楽園を映し出し

ていたホフマンの内在る世界。日常と全〈背馳せる筈の ζの暗室が、ヂヒとえ一瞬ではあれ、現実の光

景とオーパ ・ラップするとすれば、暗室のど ζかK際聞が生じたからである。閉塞していた暗室に

一瞬生じた隙間から一条の幻視が走り、その奇妙に奥深〈まで見となす閣の透視力Kよって日常を大

きくデフォノレメする。と、異様~奥行きをもった光景が現出するのである。暗室は、存在を拡大する

レンズであった。しかしながら、 ζの文を記入したホフマンが、暗室の秘める途轍もない可能性をは

っきり意識していたものやら、極めて疑わしいととろがあり、その記述のほほ一年程前K書かれた〈

騎士グノレック〉段階にないては、その能力が開発されていたとはな世辞にも云えず、いわば巨大なパ

ワーを内蔵するアンプが、ほんのかすか左音量より出きれてい左いのである。ホフマンは所詮暗室に

踊状lと幽閉されている囚入念のか。そうでは念かった。暗室の真のポテンシャノレは、徐々に徐々K開

発されていった。ひど〈錆ついた暗室の扉が、ぎしぎしと不快左音をたてて、開けられていくではな

いか。そして、現実と暗室という相反する両界の合一化プロセスを暗に司っていたのが、 f旬に面妖

左ととU亡、謎の少女ユーリア・マノレクその人であった。その第一の転換点は、 181 2年の 1月K訪

れた。

く…Kt c h一奇怪な矛盾する出来事|奇妙な気分---{本内であばれている~Ktch-Ktch~

K t c h 

破滅が私の上K漂い、しかも私Kはそれをく避ける>とともできぬ一>

( 1 812年.1月 9日〉

との 5目前く散文的世界と詩的世界との衝突>( 1月 4日〕と記しているホフマン。彼の恋の見通し

は全〈暗い。成就しえぬ恋の予感や自己の破滅への予l惑が、重苦しく彼の頭上Kたれとめていた。そ

の呪わしい圏内に呪縛され左がら、ホフマンは待っている、じっと何かを待っている。実は、そのの

がれようのない破滅をとそ待っている。何故念のであろうか。

く… るんまりだ 彼女のま念ざし|彼女のまなざし一神託一輪一一che fate voi (望みらは

何をしているのか〕一>( 1月 11日〕

憧れのケートヒヱンのうるわしの限が、謎めく言葉を語っている。ユーリアはユーリアでは左いのか。

との少女は、では何者なのだ.不気味K鈍〈除る破滅のもとで、ホフマンはついに、ユーリアという

少女の正体とその意味を吟味しはじめた。と、その途端、恐るべきととが起とった。美し〈可憐左愛

する少女の仮面が、不意Vてはずれてしまったのである。

く… K t c h← Ktch-Ktch Iな Lサタンーサタン とのデーモンの背後K何か極めて詩的なも

のがちらついていて、その限り、 Kt c hもたんなる仮面としてしか見なすととができめようK思
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うーさあ、仮面をはずしていただきましょう、小さなな方1>(1月 19日〉

デーモンが、清純な乙女ユーリアの正体である、というのである。それだけではない、との明瞭な認

識とともに初めてホフマンは、そのさらK奥K妖しく揺曳している文学との不可解なつながりをも覗

き見ている。それらは一体どのような関係Kあるのであろうか。く-KtchVC関し奇妙乙の上まい体

験 彼女は凡てを知っている、或は予感している> (1月 20日)。何を知っているというのか。 ζ

れも亦、謎めいている。く私Kは自分に満足していい理由がある|破滅的なととしか招来せぬ気分K

対して慎重に計画的K戦っているのだから> (1月 28日)。晦略する暴風圏の風向き、風速、湿度、

温度の克明な記録。内なる気象狽1]定。戦闘用の偵察。それが、あのうるさい程の'気分M の記述であ

る。破滅的な気分、ピストノレ自殺の想い、狂気。潮の満干の如くそれらがホフマンK去来する。だが、

それこそがホプマソの自己認識への歩みであった。く…-Kt c h VC関し奇妙左ロマネスクで愛情乙も

れる気分一彼女は病弱一共通した死の想念、心の深みKまで届〈異様左ま念ざし/ 多〈のことが明
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ¥ 

らかK左るに相違ない~怖れつつ私はく…・・・〉を待っている、が、との怖れは心地よい> (2月 3

日〕。く・・一本当に恐ろしい気分だ一気が狂わんばかりに、すっかり気が狂わんばかり VCKt chを H 

1 b (ホノレパイン〉への嫉妬 l深更までかパラ亭グ÷気分は変わった

破滅K脅かされている その自己に就いての考察ーとれは尋常ならばユこと、未経験のと

とである>( 2月 5日〉

ととで述べられているく自己K就いての考察>とは、のちに〈牡猫ムノレ》のクライスラー伝のもとK

~った〈狂気の音楽家の正気の時〉のことである。く一一自己自身K就いての考察ーたえざる想い(

K t c h )は、固定観念へと濃縮していきそうだ/ー←音楽長篇小説>( 2月 8日)。たった一つの不可解

なユーリアのまなざしが、様々左現象を収束し、ホフマンの焦点へと照準が鋭〈絞られていきつつあ

るのである。く一一自己自身K就いてのイロニ一 人間たちがポッカリ聞いた己れの墓の囲りで踊る

|あのシェ クスピアの世界さ左がらだ一一>( 2月 7日〉。自己の姿が微妙に突き離され自己省察が深

まるKつれて、少しずつではあれ、 '詩的左気分H も亦、臼記の中に姿を見せ始めてきている。ある

富裕な商人の息子ゲオノレク・ レーベノレと愛するユーリアとの婚約の噂を耳Kするや、く・・ 宿命は、

私とその芸術家生活K好意的である >(3月 30日)左どと自明ぎみに無理した慰みどとを記すホ

フマン、だが、その言葉は決してたん念る慰みでも自明でもなかった。そとKは図らずも、或はひょ

っとして敢えて、深い真理が含まれていた。なぜ念ら、ホフマンをしてホフマンたらしめる偉大な文

学の時が、すぐま近K迫ってきていたからであった。第 2の転換点 18 1 2年 4月 25日、ついK幕

は切って落とされた。

<…-Kt chと淘Kもって奇妙きてれつ念会話"あなたには私のととが分っていらっしゃらないー

母もですし 誰Kしでも 私は、とても多くの秘密を心の奥深くしまってなかなくてはなりませ

んー」幸せKは決してなれませんわね 。" とれはどういう意味か。一夜なそくまでクンツのもと
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videatur (注意せよ〉 謎々、との解明は未来に委ねてなく>( 4月 25日)

か〈て、ユーリアとホフマンの謎かけ遊戯がはっきりと開始したのである。

く…ユーノレヒェン、ミーンヒェン、テオドリと踊った 興奮した気持でかわされた奇妙念会話ー←25

日C件K関し若干の洞察 自分が子供っぽく愚かしいと感じ、また、本当にそのとなりである

ヒッチヒとブラウゼヴェッター宛K手紙

謎々に関する最初の手がかり スフィンクスが私の頭髪をぐいと把んだのだ、そして、

もし謎をとか左ければ、ふもとの呪われた泥沼へとこの私をまっきかきまK投げ込むの

だー解いたなら、霧の唯は落ちて、その背後の人物たちが詩的となり、詩的左効果を及

ぼす o ch'affanno 0 che smania.ノ(な L何という苦悩、な』何という狂

気/)> ( 4月 27日〉
く午前中ローテンハン家ーヰ後 3時、領事官夫人やユ リァ・ 7 ノレクとともKシュパイアーのもと

K招待される|奇妙友会話の続者、淫ら念気分 …>(4月28日〕

く午前中マノレク家一例の件は奇妙念ものと左り、私は真の解明K一層近づいている一見事左イロニ

一/ー狂気を抑え駆逐しうる絶好の手段よ、私K手を貸してくれ1/-午後、本屋Kてクンツと会

う、タ対可じ一気分悪しー吐き気を催す程の疲労

今や真剣Kin litterisC文学での)仕事をすべき潮時と左る>( 4月 29日〕

ま左ざしでのみ伝えられた 1月 11日の神託が、ホプ 7 ンを指嚇して自己省察への助走をつけせしめ

た、とすれば、 4月 25日の託宣以来のホフマンの視線は、?とだひたすらユーリアの言葉K注がれ、

すっかりこびりついて離れようとせ胤その謎をめぐって、たえずユーリアと対話をかわしているよう

K恩われる。それも当然である。念ぜ念ら、美しい仮面のデーモンが、上は可憐左乙女、下は得体の

知れぬ化物、あの冥府の案内人であったという不気味左スフインクスが、ホフマンK詰問していたの

では左いか。きあ、ホフマン様、 b答えあそばせ、あなたの前のとの可愛いユーリアは誰でしょう、

愚かしいあ左た、あなたは一体誰でしょう。そうスフィンクスが、ホフマンに危険な謎をかけていた。

よ〈なわかりでしょうね、正し〈答え左ければ、即座K狂気の淵K突き落としてしまいますわよ。そ

うスプインクスが威嚇していた。ホフマンは危殆K瀕しているのだ。スフインクスが迫る。狂気の淵

がみるみるうちに足もとK近づいてくるのが、見えるでは左いか。ホフマンは、必要EK脇目もふらず

K熟考していた。何をか。無論、己れという謎を、ユーリアの真の意味をであった。見つめられると

とで己れを見つめている。ユーリアの奥からむ〈つけきデ モンがホフマンを見据えている。だが、

そのデーモンはホフマンの宿命を操るデーモンであったそのととから、ユーリアの奥からホフマンを

凝視していたのは、ホフマン自身であって、との時、ホフマンは深々と己れの宿命を覗きとみ、小首

をかしげ念がら咳くのである。く…-Ktchと音楽がたえず頭の中でぐるぐる廻るとは、奇妙左話だ
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> ( 4月 30日)。音楽とはKt c hであり Ktchが音楽に併ならぬ、という同一性が、ホフマン
の意識の中で明瞭な姿をとろうとしているからであり、第E部で論じるように、自己認識の歩みK従

いそのどちらも棄てられていかねば左ら左かったから左のである。そこには、したがって、何ら奇妙

左ζとなぞありえ左かった。あるものはといえば、謎をめぐり一本一本と糸を引き寄せては、少しず

つ本来の形にと撚り合わせていく自己認識の光景と、激越K燃焼度を増しつつある愛Kすきぬ。<…

I K t c hと全然エキソ.チック念会話 > ( 6月 26日〉。とはいえ、その彼の愛というのがまた奇妙
左ことV亡、どうもいわゆる愛というのとも違い、彼の関心もユーリアそのものというよりはユーリア

のかけた謎の方にある、といって大過左〈、彼の恋愛行為の一切は二人でかわすくエキゾチック念会

話>にのみあったのではあるまいか、と端摩臆測したくなるのである。 25年後、ホフマンに就いて

告白した従兄宛の手紙(23)の中で、ユ リアは、ホフマンが別れの時以外一度も愛の言葉を口Kしたこ

とがない旨を述べている。ホフマンは、何をじゃれているのか。けれども、ホフマンの愛が最も表面

K出されKt c hが羅列きれている頃の愛が、口ほどに伝わらぬK比べ、 4月 25日の謎かけからの愛

の異常在伝播力Kは陸自ぜずにはなれず、途方もなく深いエロスの不思議念流れが姿を現わしてきて

いた。愛の次元K滴らせられた'謎H という妙薬が、明らかにその次元を数段上げたのだ。今初めて

生じた愛の流れの中K、ホフマンとユーリアが対峠する。むぜぶが如く、濃密に愛がほとばしる。そ

れは、暗〈妖しく距離をとって燃える愛、それゆえに絶対性を帯びる愛の様相を呈し、別れるためK

増幅していく。頂点K近づくにつれて破滅が迫ってきた。く マルク嬢と散歩トーとても心地よい。

Ktch-徐々K我が破滅K接近しつつあり きあ大変-smania(狂気)> ( 7月 23日〕。破滅は
ただの破滅では左い。く一発展への想いが私をとても興奮さぜるーじき決定するであろう >(8月8

日)。その翌日、ユーリアの婚約発表。 9月、遠足の席での愚行、マノレク家より出入り禁止の通安目。

その日の記入Kこうある。く…一(謎はあい変わらずはっきりしないが、謎が存在するということは、

はっきりしている。)> ( 9月 17日)
かかる破滅への途上で書かれたのが、一連の音楽小説の一つ〈ドン・ジュアン }>(1812)であ

る。 ζれは、モ ア 7 ノレトの晩年のオペラ〈ドン・ジョグ 7 ンニ }>(1787)をめぐっての幻想、を、

左かば音楽論念かば小説という形で描いたもので、音楽家から作家K至る路程上のぜいか、音楽K言

葉が犯されてひどく中途半端左イメ ジにくすぶり、例によって奥歯にものが挟まった時のようなも

どかしさから脱け出てい左い。舞台と桟敷の場が見たところ交流しあうべく仕組まれていて、幻影も

たん~る幻影といった遊離した状態から一部現実K左りかける、というところにまできてはいるが、

結局、ホフマンの音楽観が、淡い破滅の雰囲気や幻想、のオブラートvc<るんで表明された、いわゆる

音楽批評のノグヱライズにすぎないものである。とは云うものの、そとに盛られている〈ドン・ジョ

グァンニ〉論は、いかにもホフマンらしい独特な把握を示してなり、しかも、奇妙に倒錯した形左が

ら、ホフマン自身のユーリアへの愛も亦、微妙K重ねられて拾かれていたのである。く深い閣の中か
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ら火のよう念賓物たちが、真赤K燃える爪をのばすのを見た 底なしの奈落の上の薄い蓋の上で楽し

げK踊る陽気な人間?とちの生命を狙って。人聞の破滅の機を窺いながら人を囲続している未知の恐る

べき諸力と人間存在との葛藤が、まざまざと私の精神の恨前K見えてきた。 >12掛かかるグロテスクな

死の舞踏たる地上K、超大念資質を授けられた自然の寵児があらわれた。それがドン・ジュアンであ

る。けれども、との最大の超人は、己れの裡に装填されていた底知れぬ渇望を地上内的Kしか解すζ

とのできぬ過ちのゆえに、巨大な電流を恋愛に浪費したあげく、渇望を満たしえぬ地上K深く絶望す

る。挫折した超人ほど危険なものはない。シニシズム、生への噺りが彼を蝕み、自分を弄ぶサディステ

ィックな神に敢然、と戦いを挑まんと女性を次々K弄ぶ。それが、しかし、奈落の民であったのである。

一切を地上内的にのみ解したために、知らずして奈落の走狗と化し、生を盲撃ちする男。そのよう念

ドン・ジュアンK比肩しえ、挫折と絶望から彼を救済しうるく神々しいまてーの心を持つ女性>(25)は、

ただ一人、 ドンナ・アンナを除いて他Kありえなかった。だが、その出会いはるまりに遅すぎた。逆

にドン・ジュアンの誘惑によって毒を注がれ、<地獄の情火>(26)にドンナ・アンナは捉えられてしま

った。彼の呪縛圏に囚われた彼女の内面は、今や悪の力と天上の力とが葛藤する凄惨な戦場と化し、

彼女の魂も、地上Kとどまる限り、どうあがいたととろでドン・ジュアンへの激しい愛から逃れるこ

とができぬ。く悦楽の絶頂時K燃え立ち今は破接的な憎悪の烈火の如く Kめらめらと燃えている、彼

女の心の奥底でやき尽す炎と左って荒れ狂う愛>0(27)己れの魂を救わんと、<我が身の破滅という考
えが、烈しい苛責の念とともK彼女の心Kくい込んだ。 >(28)己れの依滅を招致すべく、 ドン・ジュア

ンを破滅K駆りたてよう、というのである。二人が離れようのない存在左らば、 ドン・ジュアンの彼

滅が不可避的Kドンナ・アンナをも破滅させる。すると、魂は地上の呪わしい肉体から解放されて、

救済されうるのではないか。二人は、初めから破滅するべく登場していたのだった。破滅への志向、

破滅の雰囲気、それがホフマンの 4ドン・ジュアン》の全てに抜き難〈惨透している基調である。一

切のものの崩落の中Kいるドンナ・アンナの歌は、かくして、くありとあらゆる現世の幸福を滅ぼし

つくす魂の内なる気分>(29)を終始湛えずKはなかない。恋人オッターヴィオへの何げ友い言葉の背後

K、ホフマンは鋭〈破滅のゆらめきを聴きとっていた。否、正しくはそうではなかった。なぜならば、

桟敷の「私」のもとに現われたドンナ・アンナが、音楽の音色そのもの、音だけの存在、す左わち奈Ij

き出しKされた音であった、という事情がさらK絡んでくるからである。超感覚的な愛としての音が

晒されている。それは裸形のエロスであった。ドンナ・アンナと桟敷の「私Jとの愛の契りも、濃厚

左心霊エーテルKよる契合であった。「私」の存在がドンナ・アンナを勧請し、破滅すべき生という

謎、自己の裡念る神秘をドンナ・アンナは、歌うととによって理解を深め、理解の進捗度K比例して

生を喪失していく。アントーニエやゼラフィ ネの如く、歌うととで自らの命を縮めていくのである。

したがって、救いが近づく Kつれ生が減少し死美がとの世ならず響きわたるドンナ・アンナの絶唱と

は、悲壮だが明るいあの白鳥の歌左のであって、ホフマンは、その崩れゆく美の至妙の響きをとそ聴
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いていたのである。さて、例Vてよって ζの作Vても、礁でも左い死への案内人というのが登場する。一

切の発火点として、 ドンナ・アンナを、それがためK、彼女の霊K懸かれている女性歌手をも、死と

破滅K突き落とす張本人、いわばその死美を享受するだけで自らは決して滅びること念き傍観者たる

「私」である。との破廉恥左死の商人「私」の手K握られた'死美への憧れ'というじ首Kよって引

導を渡されたその女性歌手の死K、オペラ後のドンナ・アンナの宿命の姿が、具体的K示される筈で

あった。ドン・ジュアンは奈落へ、 ドンナ・アンナは天上へと自らの意志に従い、去っていった。だ

が、地上の冷たさK晒される「私Jo[""私」がただ一人、氷の現実にとり残されている。幻想が現実

のさ中に踏み込んできた。閉塞した暗窒があきかけてきていたのであるか。それにしては貧相左作で

ある。如上のからくりを生動さすダイナミズムがない。ホフマンは、結局、淡い破滅への志向を描い

たKすぎない。素時らしい歌い手であったユーリアをドンナ・アンナK、己れをドン・ジュアンK擬

して。否、とれも亦、正しくは左い。美しい仮面で誘惑し心の中をズタズタK撹乱したのは誰か、相

手を破滅へと志向さぜた地獄の走狗・デーモンの操り人形は、一体誰であったか。スフィンクス・デ

ーモンたるユーリアであったでは念いか。ホフマンは、救いを求めて滅びへと向かう女性ドンナ・ア

ンナだったのだ。彼女K自己の想いを託して、ホアマンがとれを書いている。破滅の近づく足音がき

とえていた。石像の恐るべき腕が扉を叩〈。冥府の遠雷を、宿命の重〈暗い足どりを、ホ/"C7ンは、

恐怖と期待の入り混じった気持で聴いていたのである。

181 2年の 12月 3日、ユーリアとグレーベノレとの結婚式がとり行念われた。 12月 8目、愛す

るユーリアK別れを告げるべく、ホフマンは、マノレク家を訪れた。<…ーユールヒェンのもとへ永遠

の別れの為の訪問ノー異常K緊張した気分一…>。との 2日後、ユーリアはパムベノレクを出立し、以

後との二人は二度と相まみえるととが左かった、と云われる。ユーリアをめぐる年が、終幕を閉じよ

うとしていた。食うためKのみ古上着を売る、と記す程のひどい困窮の中、波乱K富んだ 1812年

も亦、もう間も左〈去ろうとしていた。スフインクスの謎は、どう在ったのであろう。果たしてホフ

マンは、解いたのか。そう、もちろん解いたのだ、驚く程見事に。だが、それK就いてはまだ詳しく

論じる ζとはふさわし〈まい。それというのも、解決への糸口をふんだんKちらつかせながらも、明

確念解答といえるものをホフマンはとの日記のどこにも与えてくれてはいないからである。わずかに

'見事左イロニ-"と呼ばれただけのから〈りを知る為にはどうしても、ホフマンが晩年己れのライ

フ・ワークとして心血を注いだ〈牡猫ムノレ〉中のゾプィー叔母さんのエピソードKまでいか念〈ては

左らない。しかしである。だからといって解答が半ば与えられてい念い、とは決して云え念い筈で、

破滅を志向しそのことのゆえK昂進する愛を措いた〈ドン・ジュアン〉とスフインクスが、歴然とそ

れへの導きの糸を与えてくれていたのではおるまいか。心を引き裂〈拷問K耐え左がら、首を長〈し

て一心Kホフマンが破鴻を待ち望んでいた。 4月 25日以来奇妙に生々しく姿をとっていよいよたか

まりつつあった愛。破滅よ来たれ/それは何のためなのか。ユーリアがスフインクスだったからであ
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る。スフインクスとは何か。冥府の番人、地獄の道案内人である。そうだったのだ。ユーリアとは冥

府の入口であったのであって、その彼方にはa:洋と冥府の世界が開けている。そこめざしてホフマン

が息せききって駆け上がらんとしていた。だが、冥府オノレクス王の国への通路、いわば地獄への穴と

は、己れの存在の焦点に他左ら念¥00 とすれば、それを見つけ出す手だては、熟考Vてよる自己認識に

しかありえ左かった。暗室と l士、現実と相反するものでるる。ところが暗室の中にのみ存在していた

女性が生身で地上を歩いたとすると、一体どうなるか。両界は不分離たることを余儀左くされ、暗室

の閉塞という不文斧は揺らぎ始めよう O ユ リアの出現Kよって、ホフマ y の暗室の扉が、揺れ始め、

謎K問え念がらもついKホフマンは、焦点を見い出した、ポッカリ穴が開いたのである。それは、ユ

ーリアとの別れの時であった。ユーワアが、その時のことを次のように述懐している。

くあの方はやってとられ、二人水いらずで生涯で最後のな話を致しました。たとえそれ以前の想、い

出が全て消え去っていたとしましても、との時のととだけは決して忘れるととができないでしょ

" " う、それは、私の地上での生存の境を越えて生き続けるととでしょう.ノ>(30)

く異常に緊張した気分〉という記述に照応して、と ζKも亦、何かただ左らぬもの、ホフマンの殺気

が感じられる。頂上にたどりつき、スフインクスに案内されたホフマンが、今、ゆっくりと、冥府の

中心Kむかつて山を降りていった。妖しくたなびく霧、痘気。まだ今のととろは凪で、静かで単調友

路を歩んでいく ζ とができた。く人生からいわば色彩が消え>(1813年.1月 16日)、倦怠と

無気力の、しかし、金K苦しむ吐き気を催ずこの日々に、ホフマンは焦れていた。あの波乱の日々K

予感したものなぞ、どこKも見あたらないでは左いか。虚脱から叩き出す事件が希求されよう。それ

は、まだ先のととであっ売。否、それはもう、すぐ近<vcまで来ていた。 ドレスデンが、ナポレオン

が、既K大軍団の足音を、ホフマンの住むパムベノレクKも響かせてきている。く午前ローテンハン家

-.l:f-後、ケーニヒスペノレクから新聞報道 ロシア軍が侵入した 特K理由もないのに、このぜいで有

頂天となり、クンツと一緒K博物館へいったそし℃もく済飲> 不自然な快活き>( 1月23日)。

乙ののちドレスデンに赴くととK在ろうとは露知ら狗ホフマンの、しかし、本能が、地獄の遠雷をし

かと聴いている。左ぜ、いつUてない不自然左快活きが彼をとらえたのか。なそらくは、無気力の鎖K

縛られ無気力が為K孤立無援念ホフマンのもとKやってくる援軍、半ば開きかけた暗室からすっかり

ホフマンを解放しようとして近っきつつある将軍の足音を、本能が知っていたからでるる。未来を知

る本能が、 H自然、VC"はしゃいでいる。

4 

1 8 1 2年 2月 27日、 ドレスデンとライプチヒで交互K輿行していたゼコンダ歌劇一座のオーク

ストラ指揮者K招かれて、 4月 21日パムベルクを出立、 2 5日ドレスデ/'VC到着した。ととろが、
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ドレスデンKはプロイセン軍とロシア軍が充満してなり、 5月 3日からは、戦争をめぐる不安念日々

が始まって、プロイセン軍とロシア軍はフランス軍に敗北を喫して返却し、ナポレオンがドレスデン

の街K移って来た。返却しゅくロシア軍が、橋の上やエノレベ河右岸からドレスデンの衝に射撃を加え

た。そのよう左トレスデンKホフマン一家は閉じとめられてしまったのであった。けれども、その頃

の日記文は、次第K長〈克明化の傾向を見ぜ始め、全般として陽気ですらるって、ユーリアとの別離

以後のあの虚脱状態からははっきりと目覚め、外界を貧るように吸い込み始めていた。くー悲惨にも

拘らず心地よい気分一>( 5月8日)0 <一一騒擾十ても拘らずかなり陽気な気分十>( 5月 9日〉

く ひどい困窮一肉もパンも ~V>- 不安な時一全員期待でいっばい、家内と夕方ティノレケ庭園、重苦

しい不安にも拘らず心地よい気分一>( 5月 11日)。ホフマンの精神が、生き生きと活動してい

る。いつもの焦り、苛立ちといったものは、ひとかけらも見うけられず、むしろその逆で、この困窮

や戦争の日宣擾の中になかれて、水を得?と魚の如((1[滋東IJとしているホフマンの姿をまざまざと紡仰さ

ぜるばかりであった。無理もあるまい、ユーリアとの避遁以来延々と待ち望んでいた地獄が、ょうや

く今、眼前K現出していたのだ。ホフマンの地獄めぐりが開始し?と。その渦中で〈催眠術師》の冒頭

が着手されている。人皆苦しむ戦争のき中でホフマンが、一人屋根裏にこもり喜々として〈催眠術師〉

を書いていた、と悪口を云っている者がいる。だが、淘に小気味よいその御指摘のとなり、ホフマン

氏はそれこそ本当Kはしゃいでいたのである。生気一つ感じることのできない暗室が大きくとじあけ

られ、爽快~風が勢いよく吹き込んできて、力は渡り、内蔵されていた巨大アンプが、急速に音量を

あげていった。 ζれでは陽気に在るな、というほうがなかしいKちがい念い。そして、この第一回目

のドレスデン滞在という序曲K続いて、その数箇月後、第二回目のドレスデン滞在がやってくる。ホ

フマン自身も珍らしくその折の忘れられぬ体験を〈呪いK満ちた三ヶ月ノ(友人たちの為の、我が日

記よりの抜粋)}> ( 1 8 1 3年 11月〉として鍾めようとしているが、日 Kよっては当の日記よりも

その抜粋の方が、ずっと分量が多く克明であるととも稀では左h。く通りを傷づいた者たちが、包帯

も巻かず血をだらだら流し~がら戻ってくる姿が、見うけられる。〉く私は、 See 小路で、両眼の射

ぬかれた一人の土官K出くわした。 >1311( 8月 23日)パタパタと死んでいく兵士たち。残忍な光景

が繰り広げられ、ホプ 7 ンが、あちとちの小ぜりあいを見K駆けずり廻り左がら、外界(l[g艮を注ぎ必

死K吸収していた。ホフマン自身の<我が生涯になける最も奇怪念日々の一つ〉という書き出しで始

まる 8 月 26B (I[~ると、目を覆うような惨状が次々と記され、とくに小冊子の方Kは、その滑稽在

地獄がかなり克明に措かれている。くシュノレシュ Jレ、ノミチノぐチと一個の椙弾が、頭の上を飛び越し〉

く火薬を満載した四台の車輔の聞に落ちて、飛び散った〉。く爆発すれば、その区域全域を粉砕した

" " " ~ " " " ¥. " ¥. " " " " " 
と思われるその火薬草が安全であったばかりか、人っ子一人、馬一頭すら怪我をした者はい念かった>。

" " " " " ¥. " " " " " " " " " ，，- "" ¥ ¥. " -~ " " " " ~ " ¥. ¥. " ~ " ¥. " " ¥. " 
1321紙一重で救われたホフマンたち、家の階段K集まり緊張する人々、続々と落下し弾ける弾丸。く一ーそ

の瞬間、ち Iうど水を汲もうとしていたワェストアァーレンの兵士が一人、頭を粉々に砕かれて倒れ、
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死んだーそとからか1.:!J離れたととろでは、立派念みなりの市民が、一ーはね起きょうとしたようであ

ったーが、彼の肉体は裂け、腸が外にとび出て垂れ下がり、彼は倒れて死んだ>0(33)く 私はグラス
を飲みほし、叫んだ;いのちとは何とくだらぬものなのだ/灼熱した鉄のかけら如きにも耐えられん

とは、人間とは弱いものだ/>0(34J人聞の脆さ、滑稽さ。生とは、板子一枚でかろうじて奈落の上K
危う〈浮いている茶番、く惨めきわまるファノレス>く空騒ぎ>:35iにすぎなかった。しかし、他ならぬ

かかる認識こそ生を真に生たらしめるものである。く人間のすべての営為の空しさに対しこう叫びつ

つも、しかし、まさに正反対の確信が私を慰めてくれましたーといいますのも、まさしくるの時住lて、

竺竺?とで生の素晴らしさを私は決して感じたことがなかったのですからノ>136)ホフマンは今、

生存の持つ巨大な意味K直面したのである。一切が恐ろしく脆いがゆえに、一切が底知れぬ J意味を字

んできた。呪わしい修羅場の中でそのよう友生命が、至るところでピテピチとはね上がっていた。彼

は現実から逃げたのではない、鍛えた者のように生を、が界を、現実を吸っているのだった。く楽し

く優れたユーモア>(37)が人々の聞に醸し出され、くPi r n呂郊外の産婆は、窓から顔を出した途端、頭

をもき耳;られてしまった>0(38)戦僚とユーモアが背中あわせになっている。つまらぬ筈の現実が、プ
ンプンと音をセてて尻あがり K、奇怪との上左きものへ、途轍も左い意味ではちきれんばかりのもの

へとふくれあがっていった。 8月 29日、ホフマンは友人と戦場に赴き、生まれて初めて累々と死体

の横たわる戦場を見てまわった。くたとえば、頭のちょうど半分がそがれた男を見え 罵 人間たち

ーその脇の武器ーサーベノレー爆破された火薬車 筒形帽一弾薬盆 全てが、とちゃごちゃとひどく無

秩序に投げ出されていた >0 (39)く忘れられ血印象>をものがたっているようt亡、この日の日記には、
全〈異例左ととに第二稿まで書かれていた。何が彼をとらえたのであろうか。奇形やグロテスク、不

具、幻影、無秩序。現実から隔離されていた暗室だけのものと信じていたそれらが、この目、現実の

中Kそのまま繰り広げられていた。幻想が現実の中で肉体を獲得し、暗室が全開することによって現

実と合ーしてしまったのである。それは、ホフマン文学にとり全く記念すべき日となった。文学者ホ

フマンが誕生したのだ。とん左風K。

くほんのわずか離れた草地の中で何かが動いているよう左気がした私は、そのととを連れの弁護士

OonradiVC伝え、二人してその方に歩いていった、と、そこには何と、両足を見るも無残に撃

ちくだかれて、流れた血という血がこびりついたままの一人のロシア人が、いたく心地よげに正

座し、ひと切れの軍用パンを食べていた。この男は、 8月 26日の午後から ζのままで横たわっ
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

ていたのだ、そして、重傷を負っているというのにぴんぴんしていた。彼は私たちK空の水筒を
~ ~ ~ ~ ~ 

示した、そこで Oonradiが急いでそれに水を満たしK行つえ >(40) 

いやはやどうKもグロテスク念、ソ・ッとするほどK滑稽左情景である。念のために云い添えてなく左

ら、との日は 8月 29日であっセ。

く私がよく夢の中で見ていたととが、本当V亡左ってしまったー恐ろしい形でー損なわれたズタズタ
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の人間たち '1> 
もはや暗室が幻想、を生むのでは左い。現実が幻想、を生んでいるのだ。幻想も現実も互いK分け隔てら

れぬものと左仇奇妙左アマノレガムを形成する。残忍で且生命K満ちた冥府の光景、妖怪変化がドレ

スデンを践属するかと思えば、生命の一大スペクタクノレであるグィジョン。ぞれが白日に顕現してい

た。ドレスデンの戦闘の喧擾からホフマンは幻想の国へとのがれた、と云われている。けれども、事

実はその反対であって、現実に開けた冥府に体どとのめり込み、現実がホフマンを介して幻想、を見て，. ，. ，. 

いたのである。したがって、〈黄金の壷〉や〈悪魔の美酒TVCi替取されうる強力なリアリティの礎を

なしているのは、僧左らぬドレスデンの恐るべき現実であった。 トνスデン/それは世にも不思議な

場所であっそ。暗室が全開したととろ、す~わち障壁圏であり、ホフマン文学の練成場にして認識の終

着点、それが、 ドレスデンでるる。だが、地獄めぐりも終わり、ホフマンは、ライプチヒの日常K戻

るととKなった。翌 1814年 9月末Kは、指揮者の職も拒んで、再びベノレリンの最高裁の判事に復

職している。 ドレスデンは去り、単調K腹立たしく流れる日常が君臨する。ホフマンの創造力の源泉

が暗室であって、暗室が十全に作動しえたのがドレスデンであるとすれば、 よしゃべノレリンの日常に

住まなうとも、ホフマンが文学童11造を営まんとする時、彼の精神は必然的KドレスデンK浸ってい左

くては左ら左い。己れの核たるドレスデンの奄圏にて絶えず筆をとるホフマン。魔圏の文学である。

第一回のドレスデン滞在が、〈催眠術師〉の冒頭の事件で初めてシャキッとした歯ごたえをホフマン

文学に与えた。それは序曲であった。それK続く真正の地獄めぐりの体験濃度P度合いは比較を絶し

てなれホフマンは、第二回のドレスデン体験から、その深さtてみあっただけの実体を汲みとり、か

くしてことにないてホフマン文学が本当K肉体を手代入れた。その徴候は、 ドレスデン体験直後の二

作KもろK現われていた。その二作とは云うまでもまい、〈黄金の宣言〉と〈悪賓の美酒》の対なす二

大作で、〈宣〉が魔居室の陽なら〈美酒》は陰、一方が黄金の天上への歩み・昇天左らば、他方は地獄

の悪夢への落下、そして、滑稽なドタパタと戦懐の悪夢、ハッピ エンドのメーノレヒヱンとゴシック

・ノグェノレ。それでいて基本構造K違いは左い。題名ずら、<悪魔の>の一語を除けば全〈同じであ

る、と云ってもいい。 (411

メーノレヒヱンものの鳴矢を念すζの〈黄金の壷〉、第一回ドレスデン滞在中K構想されドレスデン

解放直後に着手きれたとの作は、現実を包摂した想像力の強度を示すように、幻想描写が細密にぎっ

しりと詰められ、まさ Vてホフマンの想像力の一大進境、全開を物語るものであって、想像力がようや

く対象を対象として見うるまでに、凝視されている。作品を殺し想像力の生き肝をぬくこれまでの忌

わしき霧が、今放われ、雨のあがった景色のよう K、鮮明にしてみずみずしい肌あいの存在が、つい

に姿を現わしたのである。フィクションが、十全左状態で始動した。その中で措かれ言及されるとと

は、夢想念ぞといったつまらぬものでは~ <本当のととであり、その本当のことをホフマンが、ドレ

スデンという魔圏での現実に保証されて写実する。細部Vていえるまで綿密K、それゆえ我々の眼Vては
，. ，. 
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不連続V亡。なぜならば、ホフマンが相手にしていたのは、 'より高き世界H 、真に実在している世界

"‘" " " " " " "与であったからである。それはまた、〈黄金の壷〉が、他念らぬドレスデンを舞台Kし'"ければ念らぬ

" " " " " 深い所以でもあった。それだけでは左い。何故との作が、<近代童話>と題されているか、その理由

も亦、そとから自動的にひき出されてくるのである。くより高い領域へとよじ登る為の天国の梯子>

(42)という言葉が、たとえば、〈ゼラピオン同人集〉の中で述べられていた。人は、との梯子をのぼっ

て日常から魔法の園K赴〈 ζとができる、というものである。だが、との梯子は、実はどとK通じて

いたものか、ためしに辿っていってみるがいい。めくらみ左がらよじ登って辿り着いた処、それは伺

と、今のぼってきたばかりの地上世界であった。地上を離れ地上K出る。ただし、その地上はよりポ

テンシャノレの高められた地上の光景であった。それが、メ ノレヒヱンであり、メーノレヒヱンとは、こ

の地上の真景を写実したものであった。<毎日通り K見かける人物?とち>(43)を拾いた〈千一夜物語〉

K倣い、ホフマンも亦、 ドイツの現実のみを、その真の姿Kないて写実的tて描かんとする。 ζれζそ、

近代童話の真の謂である。それならば、しかし、近代では念〈実は現代童話であり、しかも、〈千一

夜物語〉に先例があるからKは、伺もホフマンK在って始まったことではないのかもしれぬ。とはい

え、 ζのよう念魔法の世界が、イタリアのコメディア・デラノレテ、即ち、滑稽左仮面と衣装を主とい

奇矯な身振りをする、大きくデフォノレメされた性格たちのドタパタ喜劇、ブ 7 ノレスの手注Vてよって拾

かれている、というととは、深〈興味をそそらずKはなかない。そうでなくとも、〈ある劇場支配人

の悩み ~(1817-8Hてないて展開される見事な喜劇論や、ティークの衣鉢をつぐ幻想破壊の手

記長、マリオネット演劇への偏愛等から、ホフマンの喜劇感覚を強〈感じ、時Kはその現代性K驚かず

Vてはいられ念いだけに、との疑いようも念〈喜彦11精神であるホフマンが、どうしてファノレスを中心K

据えたのか、やはり知ってみたい気がする。彼は左ぜ主人公アンゼノレムスを、いつも足をもつらせて

は不器用K転ぶ類の滑稽念人物K仕立てたのか、念ぜブ 7ノレスで書かれていたのか。それKは、まず

は〈犬のベノレガンツァ後日讃〉や音楽批評中のロマン主義の定義に耳を傾けるKしくは念い。

くロマン主義とそが、オペラ本来の領域である。ロマン主義オペラの要諦とは、もちろん霊界の不

可思議念現象を詩的真実の力十てよって生の中に持ちとみ、その結果、私たちがすすんでそれを信

じ、そして、より高き存在の作用がまのあたり生起するととKよって、ロマン主義の本質が私た

ちの眼前K開示されるようKしむけるととである>(44)

ととろが、

く真Kロマン主義的左ものの中K於いてのみ、喜劇|的なものと悲劇的左ものがしっくり混じりあい、

二つが一つK融けて全体効果を形成し、聴き手の心情を独特K、不思議左形で感動させる。 >(45)

ホフマンがと ζで念頭にないていた範例は、モーツ 7ノレトの〈魔笛》と、コメディア・デラノレテの魔

注劇|の大家カノレロ・ゴッツィ、そのメーノレヒェン家11の念かでも特vc<トウランドット姫〉であった。

それらとそがく気高〈・滑稽左オペラ>(46)であった。まぜ滑稽'"のか。彼は、こん念ととも述べてい
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る。

<空想的なとと、奇想天外左 ζ とが普通の生の中K踏み入れその矛盾から真の冗談が生み出され

る>(4引

つまり、く音楽にま?いても、真のブモーノレは、深い真剣さから、より高き存在の強く生き生きした認

識からしか発しない>(48)というのである。それは、ついに次のような発言にまでいたる。

く真の冗談、あの最も内在る深みより生じて〈るフモーノレと同じく、ロマン主義的一←空想的なるも

のも亦、プランス人Kは縁なきものであるO ロマン主義的 空想的なるものは、イタリア人たち

のオペラ・プップ 7 (喜歌劇)の中核を~し、一部は個々人の性格の奇想天外左飛躍から、一部

は偶然というものの不気味念戯れから発する。 >(49)

ζれではもう全く、ホフマン想い描くところのロマン主義とは畢寛コメディア・デラノレテKとどめを

さす、と云っているようなものである。事実また、彼自身も、コメディア・デラノレテこそ最高の演劇

だ、と明言している。しかし左がら、それとてつまると ζろ、劇場に関わるロマン主義K就いて云わ

れていた、という Kすぎず、純粋音楽としての器楽曲と念ると、話はまたなのずと違ってくるのであ

る。というよりも、ホフマンKあっては、音楽というものが総じて、<人の胸を無限なる憧れで満た

す自然の神秘的在、音で表わされたサンスクリット>(50)として、天上界の不思議を告知するもの、い

わば言語を絶した夢の次元、聖別化された者Kのみ踏み入るととの許された聖地、イシス女神の神殿

であった。だが、その夢の世界はやはり夢で、現実の散文世界に因縁されるのみ左らず、ただもう脆

く嬢体させられる。索莫とした荒野Kほんの時折、透か遠くに切なく響くだけの神秘左ホノレンの音。

あるべき調和を喪失した世界が延々と空しく広がり、不快な不協和音で充満していた。惨め念現実光

景。それはもう言葉の領域に属していた。言葉が絶対君臨する喪失の次元である。ところがである。

音楽の純粋次元と喪失の散文世界とのあいだK、その中間形態をあえて二つほど考える ζとができる O

ホフマンによれば言葉も亦、音楽とその淵源を同じうする。それはまず、言葉から音楽が不可避的K

発現するオペラに第一の形象を見た。夢の世界と生とが海然と合一し、かくて、空想的で悲喜劇i的~

不思議左状態が醸成され、〈魔笛》やゴッツィの童話豪1¥の世界Kないてその穆値K辿り着く。〈西洋

音楽史〉の中で音楽史家メノレス 7 ンは、面白いことを云っている。モーツァノレトは、<新しい非現実

的念透明な領域への視力を開〉き、<r魔笛』の人形芝居があらわれた.>それは、く彼岸の世界と
絶対的左ものへの眼を開き、しかも同時に純粋念戯れの領域への眼を開いている>(51)というのである。

ところが、との同じ指摘を、もう一つの音楽と言葉が津融している芸術にも亦、あてはめることがで

き左くもない。それは一体何か。暗室が全開したことKよって夢の次元と地上世界が揮融合一し、夢

も現実ももはや不可分念、しかも生命と予感のたぎるアマノレガムと左った啓示の文学、すなわち、メ

ールヒェンだった。喪失した調和が地上K沿いて回復する稀なるグィジョン。それは、言葉から音楽

を創るオペラとは逆K、音楽から言葉が生じている海融状態であれその意味でメールヒェンを、音
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階を内蔵した文学と名づけるとともできて、〈黄金の宣》が〈魔笛〉の音域音階で書かれている(52)、

というのも、したがって、満更正鵠を射てい左いわけでもないのである。そして、そのどちらも人形

芝居、それも、ホフマンが異常な愛着を示すマリオネット人形芝居であった。それは一体どうして志

のであろうか。或はまた、啓示の光景がどうしてメーノレヒェン・ 77ノレスになってしまうのか。否、

それよりもまず演劇なぞという代物がなぜ、ホフマン文学のなかにこうも絡んでくるのか。世界劇場

の視点を暗示する〈従兄の隅窓、 ~o <犬のベノレガンツァ後日語}><ある劇場支配人の悩み~ <詩人と

作曲家〉のよう K演劇を直接論じたもの。フ 7ノレス。作品によっては、たんにファノレスであるという

以上に、舞台を作品の中に俵め込んでいるものさえあり、〈ドン・ジュアン〉以来の日常と舞台の相

互作用を扱ったその系譜の一つ〈シニョーノレ・フォノレミカ ~(1819) も亦、コメディア・デラノレ

テ最Ijき出しのフアルス的性格が、ガチャガチャとかまびすしく登場するものであった。それは、音感

のない自称天才作曲家カプッチ氏を中心とする珍奇で救いようのない俗物三人衆で、滑稽でナンセン

ス、破廉恥で恨みがましく、チピ助ツァッへス君さながらの意地悪でいじけた恨つきをして、そそく

さと去っていく、といったまさしくどう仕様もないドタパタ用人物たちであった。けれども、〈蚤の

親方 ~(1821~2) に追真の演技でえげつなく登場するクナノレパンティ氏が、それゆえにこそ愉

快で可愛い如く、我々は彼ら俗物どもを心から愛さずKはいられない。ならば況やホフマンtてないて

をやで、なぶってやりたい程K可愛くてたまらぬ様子が、実Kよく伝わってくるのである。それがへ

たに改心さぜられたりなぞすると全くの興醒めで、いわば死んだも同然である。彼らの尊厳は、悪練

で手がつけられぬ俗物ぶり Kζそあり、さんざん痛めつけられ憤怒するカプッチ氏なら愛ぜても、人

の善いカプッチ氏では到底愛する ζ とができない。というよりも、それでは彼の神h しい尊厳を台な

しにしてしまうのである。その点、舞台上の己れの分身の醜態を桟敷席から必死K怒り呼びかけてい

た我らがカプッチ君の奮斗ぶりとなると、淘Kグロテスクな面白みを発揮してくれていて、こうこ念

くては、と稔らせる出来ばえを見せている。舞台と桟敷とが交流するとの茶番摩I!K:は、しかし、それ

を操っていた謎めく人物がいた。く一種の魔法使いで、全く秘かK不思議乙の上なき術を自由自在に

操る>(53)と噂されるプアノレスの名優シニョーノレ・プォノレミカ(蟻さん〉である。舞台(魔法界)と桟

敷(日常)の両界K跨がりカプッチ氏を弄ぶとの男は、それゆえ、作品中の形象化K沿いて失敗して

いるとはいえ、ホフマン好みの仕掛人たち、 リントホルスト(<黄金の壷~ )ドロッセノレマイアー(

〈くるみ割り人形とねずみの王様~ )アープラハム先生(<牡猫ムノレ~ )らの系譜K属する人形っか

い的存在で、魔法界の住人であると同時K、茶目っ気ある眼つきで日常と魔法界とを媒介している。

そのフォノレミカが、コメディア・デラノレテの名優であった。それは、コメディア・デラノレテが他なら

ぬ奄法界であったから、ファノレスやカーニグ，Jレの賑いが魔法の国すなわちロマン主義の本質の燦然

たる地上顕在であったからである。顕在なのであって、決して予感ではない。憧れ、夢想、予感とい

われるものは、本源を地上彼方の迄か念夢見る次元K求めるというその本性のゆえに、総じて現実の
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充損されぬ幻影Kすぎず、強力な想像力K特有の異様左濃度を欠いている。想像力K欠如しているか

らであろうか。ホフマンは、たとえば、天上の音色左どと云う。だが、本当にそのような調べが聞と

えていたのであろうか。本人が聞とえたというからKは、なそら〈そのとなり左のであろう、と推察

してはみるが、筆舌K尽くし難いだけKヴィジョンたりえず、信惣性を与えるととができないととに

変わりはなかった。音の悦惚への「全な拘泥は、むしろ口をあーんぐり開けている白痴K異ならぬ表

情を、夢想家たちに与えるばかりで、しびれさす甘い毒、自壊せる芸術家。そのよう左夢念どもうい

らぬ。いいかげんK飽き飽きしたでは念いか。我々が欲しいのは現実だ。現実をまざまざと見うるヴ

ィジョン左のだ。地上はとのとなり廃雄でも、彼方のロマン主義の国アトランチスに赴けば美しい花

園K たっぷり遊ぶととができる、とでもいうのか。だが、地上自体がアトランチスでなければ何I'L~

ろう。地上の生を、煮えたぎる生命の一大饗宴、魔術的左大スベクタクノレとして見る視力を喪失する

時、美への憧れが鎌首をもたげ、人は、生を薄め生を殺す死美やニヒリズムへと我知らず傾斜してい

くo ホフマンも亦、天上の調べK憧れていた。けれども、彼は、宿命的Kロマン主義的飛淘Kとびと

むととのでき念い人であったのではあるまいか。熱狂はあっても埋没が左い。予感を口を酸っばくして

強調してみても、生憎、リアリティが生じた験しがないのである。神秘K触れ魂の大海Kひたりたけ

れば、ノグァーリスやホープマンスターノレを数行読むKしくはない。そのようま神秘体験をホフマンが

喚起するというととは、絶えて左かった。彼の才能・本領は、全〈男IjのととろにるったのであるO 念

ぜなら、神秘K、すっかりのめり込むKしては、現実の爪があまり Kもズタズタと彼の心を傷つけて

いたからであって、幻影Kのがれてみても、焼けるよう左激しい痛みが、否が応でも地上を想い出さ

せてしまう。飛掬しても飛均しでも、否、すればするほど激痛がホフマンを打ちのめすよう K全身K

走る。 i備身創演、長Ijき出された神経条。それがホフマンのレーダーだ。く私は一度、あ念たの二段式

クラグィコードの弦の聞に、一匹の美しい色の蝶々が閉じ寵められてしまっているのを見たととがあ

ります。その小さ念蝶は、ひらひらと楽しげK上下K舞い、輝〈麹をパタパタさぜかがら、ある時は

上の、ある時は下の弦K触れるのですが、そうすると弦が、かすかK、よく訓練された恐ろしく鋭い

耳Kしか開ζえぬ音色や和音をそっと鳴いて、まるでその小き念蝶が、静かtてうねる波K漂うようtて

ひたすらその顧動の中を泳いでいる、というよりもむしろ、それらK運ばれている工う K思われまし

た。けれども、少し強めに触れられた弦は幾度も怒ったように楽しげ念その泳ぎ手の麹を撃つために、

傷を負ったその蝶は色とりどり念花粉を撒き散らしました、が、蝶は、それを気にもとめずt亡、楽し

げ念響きや歌を奏でつつぐるぐると飛び続け、そして、弦にいよよ深〈体を傷つけられたあげ〈、つ

いK共鳴板の孔の中へと音も左〈落ちていってしまったのです。 >(54)ホフマンも亦、天上の音色K傷

つけられていた。予感も飛朔も、酷い現実から彼を掬川上げるどとろの話ではない。まきにその逆で、

ホフマンK傷をつ〈り且その傷口をさらに聞き扶る拷間以外の伺ものでもなかったのだ。それが、ホ

フマンをホフマンたらしめる現実感覚であった。不協和音が、彼をとらえている。地上存在に対しヒ
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リヒリと感度の発達していたホフマンは、生存の惹起する不協和音を措かずにはなれなかった。現実

の地面Kピンで刺され、醜〈四つん這いを宿命づけられたホフマン。だが、そのような彼も、メーノレ

ヒェンK於いて念らば、予感をキャッチし吐露する ζ とができた。それとても、しかし、フ 7ノレス、

現世を扱うファノレスであったという ζ とからして、メーノレヒェン0'1劃潰は、もはやb差慣とレいうるものではありえず、

憧憶を扱い左がら憧慣が既に無きものにされていたのである。ファノレスを介し、より生命のポテンシ

ヤノレの高められた現実の本来の姿、より強度の生の景観が顕在する。その顕著な発現たるメーノレヒェ

ンの最高作〈プラムビラ姫>(1820)にも、奇妙な仮面や衣装や性格たちが陸続と姿を現わし、

不思議念動物や分身が明滅して、舞台の幻影と桟敷の日常は妖しく混請しあって極彩色K輝き、作品

自体が、陽気念群衆とともに滋刺たるステップで踊り回っていた。それらを可能ならしめたもの、そ

れは、コメディア・デラノレテの地ローマであり、謝肉祭の熱気であり、プ 7ノレスの仮面とその演IJり知

れぬ活力であった。 77}レスと祝祭。 ζの謝肉祭K始まって、復活祭、クリスマス、昇天祭といった

祭りは、ホフマンが殊のほか好んだ設定であった。それには何か理由があるのであろうか。そのとむ

りで、いかK珍奇であれグロテスクであれ、或は、滑稽な仮面も輝く神h しい姿も、全く荒唐無稽な

出来事さえも、かかる生のぐっぐっとたきる祝祭の雰囲気の中でならば何ら奇異では左〈、それどと

ろか、むしろそれら凡てが今とそりアノレκ生動している、と感取されうるからである。祝祭の瞬間、

心のボルテージは驚くほどK高められ、つね左らぬ深いグィジョンを可能左らしめる。 ζのグィジョ

ンK浴す時、より高い実在の世界が、つまり ζの世界の真の景観が、まざまざと開示されてきた。す

ると、どうだろう、乙の卑近な現実がそのままで、躍動せる祝祭、陽気でグロテスクで滋刺たる大オ

ペレッタであったのである。油絵でどてどてと塗りたくった趣きの仮装行列やプ 7}レスの性格たちが、

何かにつけて姿を現わし、あちらとちらとホフマンの作品を奇怪Kねり歩く。ー←支那人の如き服装ρ

男、羽根のついたベレー帽、きらめく水品製の車輔、口をあんぐり開けた貝殻のよう念形。廻ると天

上のハーモニーが響き、それを牽いているのが黄金の装具をつけた純白の一角獣。黄金の手綱、銀色

の維の叡者、大きな黄金虫、はため〈その光る麹。一魔法使いプロスパー・アノレパ ヌス氏(<チピ

助ツァッヘス>)登場の段である。 ζのやたら露出狂めく飾り立てぶれとれはもうまさしくオペレ

ッタだ。とのアノレパーヌス氏が、ある時とんな台詞を口Kした。く私は、理性的な人々の判断Kよれ

ば、メーノレヒェンKしか登場しえない人物である〉聞と。彼は実はとういっていたのだ、諸君、私は

ただの夢物語Kすぎぬ子供だましのメーノレヒェンK出るだけの人物なぞではない、驚くなかれ、きみ

らの現実K実在しているのだ、ただし、ヴィジョンというレンズで透視するすべを持たぬ者どもには

わからぬあの、より高いポテンシャ JレKはち切れんばかりの現実Kのみ実在している、したがって、

ホフマン君とやらのいわゆる近代メールヒェン中の人物である、と。〈黄金の壷〉も亦、例K洩れず、

昇天祭の中で繰り広げられるフアルスとなった。く我がふるさとの、神々しい奇蹟K満ちた蓬かな国

のもの念る素晴らしき和音が、心の中K響〈若者>日)たる詩人。無邪気念詩心一つで、黄金の壷ゃな

ー-29ーー



守りを、すなわちグ賢者の石グを手Vてするべく選ばれし若者。

く神秘小説のテーマは、探索というテ マである。との穫の小説の中では、人間は、現実の中K、

現実的なものの昇華であり、変容であるもの、その中K隠されている啓示を探索するためにしか

生き左い。 >Cアノレペレス〈現代小説の歴史J>) (57) 

それは、黄金伝説、人類の堕落、調和の喪失、心情を媒体としての錬金術的黄金変成による調和の回

復、といういつも念がらの図式として繰り返される。かかる救済を前もって十二分K保証された上で、

作品は複雑に、矛盾だらけに錯綜する。ジノレリオ((ブラムピラ姫J>)やアンゼノレムスたちが捲きと

まれていたのが、時も処も筋も、そとK生起する一切が我々の知る日常の規範では到底測りえ念いあ

の、魔圏であったからで、主人公をめぐって天上と地上の力との争いが生じて、その禍Iてまきとまれ

た彼らがめくらみ左がら、それを通じて白己変容を遂げるべ〈しむけさえすれば、あとはどうでもよ

い。ホフマン君の、或は仕掛人リントホノレス卜氏の戯れを思う存分楽しみ、そのエキスをたっぷり吸

ったあげく K、喉を鳴らし袖で口もとを拭けばいいのだ。きすれば、神秘のエーテノレが我々の体内で

ポンス酒の精気さながらK精神を鼓舞し、グィジョンが熱〈燃え上がろうというものであるO

く一体アンゼノレムスの幸福といったととろで畢寛、自然の玄妙な神秘である万物の神聖な調和が啓

示される、あの詩Kなける生K他ならぬのではありませんか念。 >(58)

アンゼノレムスだけがアトランチスの楽園K赴き、自分は惨めにも地上K取り残されている、と嘆くホ

フマン君Kむかつてリントホルスト氏が語る、あまり Kも有名な結語である。ロマン主義の本質たる

アトランチスとは、く心の所有地>(591のととであった。くとの素晴らしい国は、きみがたぶん思って

いる以上K、はるかK近いととろKあるものだ。 >(60)近いととろとはどとか。詩のヴィジョンを見う

る時、そとK楽園があった。それは一体どういうとと左のか。惨め左現実に対し詩が慰みをたっぷり

与えてくれますぞ、というととなのか。す左わち、幻覚剤Kすぎ左いのであろうか。もちろん、そう

ではなかった。ホフマンがリントホノレストの口を借りて薦めていたのは、 ζの現実世界を詩というレ

ンズで正しく見るととであって、然して、アトランチスの在るく近いところ〉とは、我々の住むとと、

今のとの、無味乾燥としてしか思われぬ現実であった。その意味で、啓示の文学形象化たるメーノレヒ

ェンは、優れたレンズであった、と云うととができる。が、また、極めて不十介在レンズでもあった。

左ぜ念ら、悪夢や戦標、芸術家小説の苦悩をそれは包含するととができ左い。錬金術的黄金変成も結

構、SF古今構造、これまた桔瞬、それκ其閉まな同 l;6，しである。ホフマン全体から見る時、働市惑し体験した本末のグィジ

ョンを認めつつも、そのヴィジョンがまた、彼の一切の苦悩を包摂しきれず、救済が確定されすぎて

いる、別言すれば、あまり Kも閉塞している、と感じないわけにはいかぬ。同じ魔圏の産物でありな

がら、あまりK深い亀裂を苦悩と救済は示しているため、せっかくの啓示もたんに詩に於いてのみ享

受されうる幻想.すなわち麻薬のように映じてきてしまう。く人聞の精神そのものが、存在しうる最

も不可思議念メーノレヒェンだーイ可と素晴らしい世界が、私たちの胸中K閉じとめられていることホノう
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くダイヤモンドのたて鉱から>く不思議左国が、燦然、と光を放っ.ノ>(61)けれども、かかる雰囲気の中

に、ホフマンの分身ともいうべき楽長クライスラーの如き悲劇的人物を拾き、その者を救済する、と

いう ζ とはできない。もちろん、アンゼノレムスらにも不毛は与えられてはいる。実は万物の王と左り

ゆくそのような主人公たちに、判で押したようK現われる無能な粗忽者といった滑稽念呪い、まいし

は自閉症。それは、彼らが、魔圏にのみ感受性を関口したがために地土への不感症となった者たちだ

からである。そとKは、地上にむける不毛を介してのみ天上の豊僚に参入しうる、とする危険な発想、

〈フ 7ノレーンの鉱山〉や〈従兄の隅窓〉の発想、があらわれている。ただ、それも、肯定を旨とするメ

ーノレヒヱンだから、そして、ホフマンがフ 7ノレスを用いるほどK鋭い現実感覚の持主であった、とい

うζ とから、滑稽という形をとった。けれども、地上になける滑稽の呪いが、天上での祝福を意味す

るととには、依然変わりがない。そして、そのよう友安全装置をがっちり固定させた上で左らば、断

章家という本性上いつも長いものを苦手としていたホフマンも、驚くなかれ、最後までイメージを持

続させて書くことができたのである。ホフマンが本来メーノレヒェン作家だから、とでもいってみょう

か。無論そうではない。ひとえK安全装置の左せるわざKすぎず、ひとたびメーノレヒェンから離れる

や、拾かれるべき世界はばらばらK瓦解し、断章或は断片の集まりK類したものに一変した。それだ

け念らまだしも、平板左枠構造を濫用するととで断片をつなぎあわせ、魔圏K囚われた人々の苦悩や

戦懐や謎を、説明・解説といったもので台なしにしてしまう癖が、何故か、ホフマンKはあり、せっ

かくの事件も、告白や謎ときのな蔭で潰え去り、ひどく輿ざめさぜられる。概してホフマンの謎とき

はつまらなく、何やら危ういものを、そそくさと既成の枠に押しとんで一息ついている、あわてて安

全化操作を施している、と思えるもどかしさが、っき鍾うととろがあるのであるo断章問V亡つながり

をつけようとする操作が、ホフマンK狭搾衣を着せている。それを取り払う方法・フォノレムはありえ

左いのだろうか。一体、メーノレヒヱンを欠いたホフマンKとって、己れの凡てを統合しうるゲィジョ

ン念ぞありえたのか。芸術家の苦悩を描く芸術家小説。妖怪や戦傑を扱うオカノレトもの。予感の現在

を語るメーノレヒェンO そのどれもが、ホフマンKとって等しく意味を持っている。凡ては'魔圏M の

生みだす現象の研究として連環すべきものであったからである。だが、個々に措かれただけならば、

畢寛、それらもただ'魔圏ρ の断片図Kすぎ念かった。統合の企ては必定である。ホフマンのあらゆ

るモチーフ、あらゆる素材、あらゆる傾向をたたきとみうる巨大念場摘、ホフマンの才能や苦悩の全

容を盛りとみうる奇想天外念プォノレムは、ありえ左いものだろうか。とう問うとと Kよって初めて、

我々はホフ 7 ンととも K、あのめちゃ〈ちゃ念長篇〈牡猫ムノレの人生観ーイ偶然混入した反故紙K記さ

れた楽長ヨハネス・クライスラーの断片的伝記っき Hr踏みいるととができるのである。

第 1部了.
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注

テキストは、 Winkler版 CWinkler D~nndruck-Ausgabe.E.T.A.Hoffmann: 

Sa-mtliche Werke in funf Einzelbanden.Munchen Winkler Verlag. 

1 9 6 6 )を使用。以後引用は全て、次の番号K基〈。

'F昌ntas e-und Nachtstucke" 

'Die Elixiere des Teufels/Kater Murr..... ・.. . . • . • .. n 

'Die Serapions-Brud巴r• . . • ・・・・・・ ・・・- ・・・・・・・ ・・・・・・・・皿

'Spate Werke.............. ・・・・・・.. . . . . . . . . . • . . . . . . • IV 

'Schri ften zur Ylusik / ;'-Jachlese................ 宅 V

1 

(1) m. S • 36 (7) e b d • S • 4 3 

(2) e b d . S . 3 8 (8) e b d • S • 4 3 

(3) e b d • S . 4 8 (9) n. S. 84 

(4) e b d • S . 3 8 (10) e b d • S • 1 0 0 

(5) 巴bd.S. 50 (111 ebd.S.213 

(6) e b d • S . 4 3 (121 e b d • S . 2 1 3 

2 

1131 Wa 1 t e r M u s c h g : H 0 f f m a n n • d e r D i c h t e r d e r M u s i k • i G e s t a 1 t e n 

und FigurenJ所載

CFrancke Verlag Bern und M~nchen.1968) 

Nora E.Haimberger:Vom Musiker zum Dichter-E.T.A.Hoffmanns 

Akkordvors te llung一(Bol1vier Verlag.1976) 

1141 n. S • 4 6 

(151 e b d • S • 6 5 

(16) e b d • S . 6 8 

仕切 V.S.883 

1181 1 8 1 2年 1月 12日 Roc h 1 i t z宛書簡

1191 IV • S . 7 1 3 

i20IV.S.316 
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3 

(21) E. T • A . Ho f f m a n n T a g e b.u c h e r. N a c h d e r A u s g a b e v. M u 1 1 e r s m i t 

Erl~uterungen herausgegeben von Friedrich Schnapp 

CWinkler Verlag.1971) 

(22) 1. S. 8 

閣 1837年 3月 15日

Speyer宛のJulia Marcの手紙

124) I .S. 67 f f. 

(25) ebd.S.76 

(3D V • S • 874 

4 

(26) ebd.S.77 

ロ引 ebd.S.77 

(28) ebd.S.77 

四) ebd.S.78 

(30) s. Anm .(23) 

(48) e b d • S • 2 5 6 

(49) e b d • S • 2 6 8 

(50) I.S.39 

(32) e b d • S • 8 7 6 

133) ebd.S.877 

(34) 巴bd.S.877 (51)ハンス・メノレスマン「西洋音楽史 2J 

(35) 1803年 10月 1日の日記 S. 220 • (みすず書房)

(36) 1813年 9月 8B Kun z宛の手紙 1521ユリイカ'特集ホフマン"小岸昭一「ホフ

(37IV.S.877ff. """ンとモーツ 7ルトの世界」参照

。8) 巴bd.S.878 (53)V.S.814 

(39) e b d • S • 8 7 9 (54) 1 • S • 4 4 1 f f . 

140) e b d • S • 8 7 9 (55) IV. S . 4 4 4 

'41) E 1 i x i e rも黄金の壷も'賢者の石H といって (56) e b d . S . 4 4 3 

いい (57) R. M.アJレペレス「現代小説の歴史」

1421 m. S • 5 9 9 

(43) e b d . S . 6 0 0 

(44) V .S. 263 

(45) 1 • S • 1 0 0 

(46) e b d . S • 1 0 0 

値引 V.S.263 

S. 383 

(58) 1. 'l . 2 5 5 

(591 e b d • S • 2 5 5 

(60) ebd.S.198 

(61) IV. S • 2 6 0 
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